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平成平成平成平成 24242424 年第年第年第年第 2222 回にかほ市議会定例会会議録（第回にかほ市議会定例会会議録（第回にかほ市議会定例会会議録（第回にかほ市議会定例会会議録（第 5555 号）号）号）号）    

 

１、本日の出席議員（ 20 名 ） 

   １ 番  伊  東  温  子          ２ 番  鈴  木  敏  男 

   ３ 番  奥  山  収  三          ４ 番  佐 々 木  弘  志 

   ５ 番  竹  内     賢          ６ 番  伊  藤     知 

   ７ 番  宮  崎  信  一          ８ 番  飯  尾  明  芳 

   ９ 番  佐 々 木  正  明          10 番  小  川  正  文 

   11 番  竹  内  睦  夫          12 番  村  上  次  郎 

   13 番  市  川  雄  次          14 番  菊  地     衛 

   15 番  池  田  甚  一          16 番  加  藤  照  美 

   17 番  池  田  好  隆          18 番  佐  藤     元 

   19 番  齋  藤  修  市          20 番  佐  藤  文  昭 

 

１、本日の欠席議員（ な し ） 

 

１、職務のため議場に出席した事務局職員は次のとおりである。 

  議 会 事 務 局 長  金  子  勇一郎    班 長 兼 副 主 幹  佐  藤  正  之 

  副 主 幹  佐々木  孝  人 

 

１、地方自治法第 121条の規定により説明のため出席した者は次のとおりである。 

  市 長  横  山  忠  長    副 市 長  須  田  正  彦 

  教 育 長  渡  辺    徹    総 務 部 長  森    鉄  也 

  市 民 福 祉 部 長  細  矢  宗  良    産 業 建 設 部 長  佐  藤  家  一 

  教 育 次 長  佐  藤  知  公    ガ ス 水 道 局 長  佐  藤  俊  文 

  消 防 長  阿  曽  時  秀    会 計 管 理 者  須  藤  金  悦 

  総務部総務課長  阿  部     均    企 画 情 報 課 長  齋  藤    均 

  財 政 課 長  佐  藤  正  春    税 務 課 長  齋  藤  利  秀 

  市 民 課 長  佐  藤  克  之    子育て長寿支援課長  齋  藤  美枝子 

  福 祉 課 長  齋  藤    洋    商 工 課 長  佐々木  敏  春 

  観 光 課 長  武  藤  一  男    建 設 課 長  佐  藤    正 

  農業委員会事務局長  金  子  春  輝    白瀬南極探検隊記念館長 北  村    正 
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１、本日の議事日程は次のとおりである 

   議事日程第 5号 

    平成 24年 3月 6日（火曜日）午前 10時開議 

 第１ 一般質問 

 

１、本日の会議に付した事件は次のとおりである。 

    議事日程第 5号に同じ 

 

────────────────────────────── 

 

午前 10時 00分 開 議 

 

●議長（佐藤文昭君） ただいまの出席議員は20人です。定足数に達していますので、会議は成立

します。 

 日程に入る前に報告します。地方自治法第 121条の規定に基づく出席者は、お手元に配付のとお

りです。 

 日程第 1、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

 始めに、13番市川雄次議員の一般質問を許します。13番市川雄次議員。 

    【13番（市川雄次君）登壇】 

●13番（市川雄次君） おはようございます。それでは、早速一般質問に入らせていただきますが、

一つ目の質問についてですが、ちょっと質問の締めがとても悪くて質問の形式になっていなかった

ので、今、質問を朗読する際に最後のちょっと尻をきれにいさせていただきますので、よろしくお

願いします。 

 一つ目ですけれども、公園についてという大きなタイトルでちょっと書かせていただいておりま

す。 

 市では総合発展計画後期計画案の中で、都市公園の整備を主要施策の一つとして掲げております。

施策の進め方で都市公園の整備と維持管理の充実を図りますとあります。そして、そのための主な

取り組みとして、①番、旧金浦小学校跡地を都市計画決定、②番、既設公園の維持管理、③番、老

朽化した遊具や公園施設等の更新を挙げております。 

 一概に公園といってもですね種類はさまざまあります。そこで、始めに後期計画でうたっている

公園については、どのようなものを意図しているのかを明らかにしていただきたいと思います。そ

の上で次のことに対する答弁を求めます。 

 まず、公園については都市公園法と都市計画法に基づくものの大きく二つ、2 種類あると思って

おります。それ以外にも自然公園や農村公園などもありますが、市街化地区における公園としては

この 2種類の公園だと思っておりますので、にかほ市が定める公園については都市公園条例と公園
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条例のそれぞれに基づいて設置されております。では、その所在地と面積及び整備具合について見

てみたいと思いますが、にかほ市都市公園条例で定められている都市公園は、別表第 1にあります

が、これは条例から写したものです。全部を読み上げませんけれども、1番目の熊野公園から 11番

目の上狐森児童公園までの 11ヵ所があります。また、にかほ市公園条例もあります。そこで定めら

れている公園は次の別表のとおりということで、別表 2、条例から写し出しておりますが、1番目の

潮風公園から 7番目のコミュニティ公園、金浦字金浦 95番地の 2までの 7公園があります。このほ

かに後期基本計画においても、竹嶋潟周辺及び旧金浦小学校跡地は、都市公園に指定されていない

ものの、市民が集える広域的な公園になるよう整備や維持管理を行うと宣言していることから、実

質的に防災公園も含めておれば認識されていると思われます。この先ほどの表の中には墓地公園的

なものもあります。いずれにしろ市が設置・管理している公園であることは間違いないとは思いま

す。 

 そこで、上記の二つの条例にある公園のそれぞれの面積と、仁賀保地域、金浦地域、象潟地域の

地域別公園面積、地域別人口当たりの都市公園面積について一覧にしてお示しいただきたいという

ことで、先ほど机の上に表をいただいておりました。その上で、ちょっと最後の尻の部分をきれい

にさせていただきますが、お伺いさせていただきますけれども、この表を見て明らかに分かるのは、

やはり公園の偏在性が見て取れると思います。この偏在性については、やはり何らかの対処を必要

とすると思うんですが、まずは御所見をお伺いしたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、市長。 

    【市長（横山忠長君）登壇】 

●市長（横山忠長君） おはようございます。それでは、市川雄次議員の御質問にお答をいたしま

す。 

 後期基本計画でうたっている公園についてであります。 

 都市公園は、都市計画法の規定に基づき都市計画決定されたもので、都市計画道路などと同じ都

市施設の一つに当たります。決定された都市公園は、都市公園法の規定により設置及び管理に関す

る基準等を定めて、都市公園の健全な発達を図り、公共の福祉の増進に資することを目的としてい

るものでございます。このことから、都市計画法は都市公園法の上位法に位置づけされております。

したがって、当市の都市公園条例に規定されている公園は、都市計画法の法的根拠を有する公園と

いうふうになります。また、これに対して、にかほ市公園条例に規定される公園は、都市計画法の

法的根拠を有しない公園であります。 

 次に、既設公園の維持管理についてでありますが、生活に潤いとゆとりを与える公園や緑地の整

備は、市民の多様な価値観やニーズに応じてますます重要になってきております。そして、整備さ

れた公園については、市民の皆さんが安全で安心して利用のできるように、公園施設の維持管理に

努めているところでございます。 

 なお、公園の現状等については、担当の部課長がお答えをいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、産業建設部長。 

●産業建設部長（佐藤家一君） それでは、私のほうからお配りしてある資料に基づき、御説明い
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たします。 

 最初に 1ページを御覧ください。にかほ市都市公園条例とにかほ市公園条例に掲げている公園の

面積は、全部で 18ヵ所 39.1 ヘクタールで、面積を地区別の人口で割返した場合、一人当たりの公

園面積は、仁賀保地区で15.7 平方メートル、金浦地区で 43.2平方メートル、象潟地区が 1.0平方

メートル、平均で 14.1 平方メートルとなっております。 

 2 ページを御覧ください。これは、にかほ市都市公園とにかほ市公園、それに農村公園、あるい

はふれあい自然公園、市民の森、その他の公園を合計したものの表でございます。これによります

と 42ヵ所、面積で 225.98 ヘクタールとなります。ただし、ここで表の中で斜線してありますけれ

ども、ふれあい自然公園の霊峰公園と中島台レクリエーションの森、仁賀保地区の市民の森などは、

これら 4ヵ所は合計面積 132.37 ヘクタールとなりますけども、これについては住宅地から離れてい

るということから、一人当たりの面積からは除外して計算しております。一人当たりの公園の面積

が、合計で仁賀保地区が20.2 平方メートル、金浦地区が 48.1平方メートル、象潟地区が 41.2平方

メートル、合計で 33.7 平方メートルとなっております。以上です。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 

●13番（市川雄次君） 大変丁寧な資料をおつくりいただきまして、本当にありがとうございます。

多分ちょっと時間かかったのかなと思いますが、これを見ると一見で分かる内容になっております。 

 まず、私の質問においてですね、実際のところ、このにかほ市のふれあい自然公園とか農村公園

条例、この条例に基づく公園については、今回あえて省かせていただいております。それは先ほど

のちょっと尻の部分でしゃべらせていただきましたように、いわゆる市街地にない、どちらかとい

うと、この周りの、市街地の周りの部分の自然公園的な部分については、ちょっと今、話の論点か

らずれるのであえて外させていただきました。 

 特にこの 1枚目を見て分かると思うんですけれども、私が言いたい、聞きたいことは、何となく

お察しいただいているのかなとは思いますが、かねてより言われているですね、雨の日に遊べる公

園がないとか、近くに遊び場がないなどといった市民要望というのは常にあるわけです。特に子育

てに配慮して、子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やしてほしいといったような要望という

のは、常に存在しております。特に歩き始めから未就学の子供たちを日常的にお父さんやお母さん、

あるいはおじいちゃん、おばあちゃんが連れていって遊ばせることができる公園、これが休みの日

に集えるような公園がほしいという要望というのは今までもあるわけです。 

 ではこの公園というのが、今までにかほ市にそんなにないのかというと、私はそうではないと思っ

ています。結構整備されていて、それなりに遊びに連れていける場所があるとは思っておるんです

が、ただそれが場所的に偏っているんではないかなというふうに思われます。特に今回の後期基本

計画の中に非常に見やすい、分かりやすい計画で、あれも一目瞭然なんですけども、後期基本計画

の中にアンケート結果があります。満足度が低いとする意見が、この公園については満足度が低い

とする結果が 24.3％、およそ 4人に 1人が公園の必要性を訴えている状況です。だからこそ今回の

後期基本計画の中の主要施策の一つとして取り上げたのだと思いますけれども、このアンケート結

果について、どのような分析をされたのかということが一つ非常に興味を持たれるところです。 
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 そこで、ちょっと嫌らしい言い方になるかもしれませんが、私はこのアンケート結果についても

実は偏在性が存在しているんじゃないかなというふうに思います。いわゆる、この当局に今回つくっ

ていただきました表に基づけば、象潟地区の一人当たりの市街地の都市公園面積、あるいは公園条

例に基づく面積が極端に少ないということからくる、象潟地域の特に保護者関係、親御さん関係か

ら、こういう要望ということが、子育てに関する公園の要望があるのではないかなというふうに推

測されるわけです。特にこの公園については、合併後進められてきた施策ではありません。どちら

かというと、合併前に既に整備されてきたものであって、そう考えると、これまでの施策において

の公園の偏りというのが、今、合併後も数年たっても今も存在して、不満として残っているんじゃ

ないかなと思いますが、この表の結果、にかほ市内の象潟地域における子育てに資するような公園

については、余りにもお粗末ではないかというふうに思われますけれども、市長の見解をお伺いし

たいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 確かに象潟市街地については少ないというふうにしては思っておりますが、

ただ、都市計画決定されたからどうのこうのこの集計じゃなくて、例えばみどり中央公園とかいろ

いろその－部分的にいろいろ公園はありますけれども、都市公園の決定をしていないという、

ただそれだけです。ですから、都市計画決定しなくても市街地には相当の数は、この市街地にも開

発行為、都市計画法に基づいた開発行為に基づいて設置した公園とか、いろいろあります。ですか

ら、この数字だけでは、この市街地の面積を判断してほしくないなと思います。 

 ただ、少ないということは、他の 2地区から見れば少ないということは分かります。分かります

ので、今後については、これから災害対策の避難場所という形のものの整備も当然していかなけれ

ばなりませんので、そうしたことを視野に入れながらですね公園等の充実を図っていきたいなとい

うふうに思っています。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 

●13番（市川雄次君） 市長の今の答弁の部分でですね、私も実は町内会公園とかもあるでしょう

というふうには思っております。ですので、公園がないという、いわゆるこの条例に記載されたよ

うな公園がないのであって、実際近所にいう例えば住区基幹公園と呼ばれるもの、公園がないとい

うものではないとは思っていますが、それでもなおこのアンケート結果による不足に対する不満及

び一向に－なくなりはしないものだと思いますが、なくならない公園に対する要望、象潟地区

の人からの要望、あるいは実際に私どもがちょっと子供を公園に連れていくかとか、あるいはちょっ

と利用者の方々を公園に連れていくかといったときに、象潟地区にその子供たちを、みんなで集っ

ているところ、ほかの子供たちもみんないるなというところで遊ばせるような公園があるのかとい

うと、やっぱりそうではなくて、やはりクジラ公園とか、あるいは潮風公園とか、あるいはサイエ

ンスパークのほうに、車を走らせてでも連れていくわけです。象潟地区の例えば警察署の裏にある

児童公園なんかは、余りにもお粗末だと思います。あるいは上狐森児童公園、出雲神社というとこ

ろの上にあるやつだと思うんですが、あれなんかも知る人は知るけれども知らない人は全く知らな

いという公園、それを例えばこの都市公園条例の公園だと言われても、私なんか行ったって利用し
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ている人は、子供だって二、三人しかいない。特にその地域の子供しかいないというようなところ

だと、多くの人たち、市民が要望するような公園になり得ているのかというと、そうではないとい

うふうに思わざるを得ないです。町内会にあればいいじゃないかという話もあるんですが、それで

どうしても市民の方々が満足していないということの、この行政の意識と市民の意識のギャップと

いうものをやはり解消していかなきゃいけないんだろうと思います。先ほど市長がおっしゃったよ

うに、今後検討されていくということではあると思いますけれども、やはりこのギャップをある程

度埋めていかない限りは、この公園に対する要望というもの、あるいは不満の声というのはなくなっ

ていかないと思います。ですので、あるはずだと言われても、じゃあそれで市民が満足していない

ということに対するこの認識のずれというものをどのように解消されていくのかというのは、やっ

ぱり非常に疑問に思うところもありますので、今後の検討というか、検討されると先ほどおっしゃっ

たので、もうそれ以上しつこくは言わないんですけれども、やはり新たなる部分を設置するという

ことも検討の視野に入れながら施策を進めていただきたいというふうに思います。 

 ただその一方でですね、先ほど警察署の裏の児童公園の話もさせていただきましたが、何も新し

いものを全部つくれという話でもないと思います。今ある公園を、やはりリニューアルするとか、

あるいは今ある公園をさらに拡張するとか、新たに土地を取得してやるとなると、やっぱり厳しい

と思いますので、そういう計画も一つの方法だと思うんです。それを言うのはどうしてかというと、

ちょっと話が長いんですが、過去に公園遊具において事故が発生してから、各地区、各町内、ある

いは各公園における遊具の撤去というのが非常に進みました。ちょっとでも危険性があると、すぐ

撤去する、すぐ撤去するといって、公園遊具がなくなっていったというのも一つの公園に対する不

満のあらわれでもあったと思います。遊具があって初めて子供たちは遊べるのでありますから、何

も新しい公園を、また土盛りして何かしてというんじゃなくても、やはりもう一度公園を見直しし

て、多くの人が集まれるような公園をつくっていただきたいというふうに思います。 

 その上で一つお願い方々御質問なんですが、やはり象潟地区においては、多くの象潟地区－

すいません、象潟地区どうしても少ないのでこの話になるんですが－象潟地区においては、こ

の条例に規定された市街化地区における公園については、やはり自転車で来るにも自転車の駐輪場

がないとか、車で来ても車がとめられるような公園ではないとか、先ほどのみどり中央公園につい

ても、余りにも国道沿いすぎる、危ない、みどり中央公園－そうですね、旧役場跡地ですね

－という声もありますので、できればやはり今の、かつての中学校跡地において芝生が緑地化

されているところについて、少し公園を整備するということも考慮に入れていただきたいと思うん

ですけれども、その点についてちょっと市長の御見解をお伺いしたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 既存の公園の充実を図るということは、これから検討をさせていただきた

いと思いますが、象潟中学校跡地の公園化という話ですが－はっきり言って今は考えておりま

せん。というのは、これから子供たちがさらに少なくなって、三つある象潟地区の小学校をどうす

るかという問題は必ず出てきます。その際は、やはり小中一貫校のような形で学校をつくることが

必要になってくるのではないかな、そのための用地として中学校跡地は残しておきたいというふう
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にして思います。 

 それから、先ほども申し上げましたけれども、新たな例えば白瀬記念館にあるようなああいう公

園というのは、なかなかつくろうと言ってもつくれません。九十九島、この周辺にするかというと、

これも国定公園の第二種地域になっておりますから、これは当然無理な話ですので、やはりね、い

ろいろ市民の要望されることについては、実現はしていきたい、そういう取り組みはこれからもし

ていきたいと思いますけれども、やはりあるものを、今、市内にあるものを有効に活用していくと

いうことも大事ではないかなと。いずれにしても、ある程度大きな公園になれば、その近場の人は

歩いて、あるいは自転車で行けるかもしれませんけれども、市街地全体から見れば、やはり車なり、

そうした形で公園に親御さんが連れていくという形になろうかと思います。したがって、多少距離

は遠くなるかもしれませんけれども、やはり市内にある公園を有効に活用していただきたいと思い

ます。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 

●13番（市川雄次君） それでもなお私としては、やはり車で行ってでも利用していただきたいと

言われても、やはりコンパクトにまとまっているところにはかなわないわけですので、ちょっと難

しいかもしれませんが、やはりこのギャップを埋められるような企画、検討をしていただければと

思います。 

 余りこれ以上言っても水掛け論になりますので、この質問はここで終わりますが、続いてです。2

番目の定住促進のための取り組みについてを質問させていただきます。 

 最初、通告してあるものを朗読させていただきますが、まず、市ではですね人口減少に歯どめを

かけるための対策として、にかほ市定住奨励等交付金交付要綱を定め、定住奨励金の支給、宅地・

住宅取得奨励金を 3年間支給、あるいは定住用住宅改装費助成金の支給などの各種施策を進めてき

ています。これは昨日までの会派代表質問や一般質問に対する答弁等でも、しきりに出てきており

ますので、その内容でございます。 

 人口減少社会を迎えている現在においてですね、この施策は地域間競争におけるパイの奪い合い

であるとも言えると思います。つまり、どっちの水が甘いのかというのを多くの人に認識してもらっ

てこそ、これらの施策は生きてくるんだと思います。 

 また、昨今のＴＤＫの再編、構造改革がもたらすであろうさまざまな影響は、にかほ市をして多

くの分野での再検討を余儀なくさせるものと思われますが、この定住促進施策もその一つであると

言えると思います。 

 そこで、まずこれまでの主な取り組み、空き家バンクの取り組みも含みながら、これまでの主な

取り組みに対する具体的な実績とその効果についてお伺いしたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） それでは、定住促進のための取り組みについてでございます。 

 平成 20年度から市のホームページに、にかほ市定住支援総合情報を掲載し、空き家に関する情報

や定住された方の体験談などを紹介してまいりました。また、当初は物件の紹介のみで、実際の取

引などは当事者同士が行うというそういう仕組みでありましたけれども、平成 22年度からは物件所
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有者と空き家バンク利用者との契約の仲介などを市内の宅建業者に依頼して、連携を図ってきたと

ころでございます。これまで 10件ほど登録されておりますが、それによって定住された方は残念な

がら今のところはございません。 

 それから、定住奨励金等の内容については、これまで質問されました議員にお答えをしていると

おりでございます。これまでの実績としては、定住奨励金 2件分を平成 24年度の予算に計上してお

りますが、定住奨励金は住民登録した日から 1年が経過してからの申請となるため、今年度住民登

録した方への交付は来年度となります。ただ、この交付についても、ただ会社の転勤でこちらのほ

うに来たとか、そういうものは対象になりませんので、あくまでもにかほ市に永住して住みたいと

いう希望の中で方に対しての対象でございますので、その点については御理解をいただきたいと思

います。 

 この制度は、県内では最も手厚い制度であると私どもはそのように考えております。 

 現在、この制度については、転入届を受けつける際に窓口で該当者に定住促進パンフレットを配

付しているほか、市及び県のホームページや東京銀座のふるさと回帰センターで周知をしていると

ころでございます。 

 しかしながら、制度化されてから間もないこともありまして、効果が出てはおりませんけれども、

まだまだ周知不足なのかなというふうにして考えております。 

 また、本市は恵まれた自然環境でもありますが、定年後の定住先としては重要視される条件は、

一つが交通の便がよいこと、これはなかなか今の状況では、羽越線もこのような状況でございます

ので難しい。それからもう一つは、物価が安い、これは都会から見れば物価は当然安いと私は思っ

ております。そして、もう一つ大きなことは、近くに大きな病院があること、これが定住の 3要件

となっております。今後は、若い世帯向けに子育てや教育環境のよさ、あるいは場合によっては就

農するための情報などもＰＲしながら、ふるさと会、あるいはふるさと宣伝大使の協力などを得て、

より一層首都圏で周知に努めてまいりたいと、そのように考えているところであります。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 

●13番（市川雄次君） ちょっと質問の中に一つ入れておけばよかったんですが、今まず先ほどの

空き家バンクについて、これに基づく定住は今のところ実現していないということでしたので、こ

れについてはいいんですが、定住奨励金のほうについてですね、ちょっと数値的にちょっと教えて

いただきたいんですが、2 世帯というか 2 対象が交付対象となるということで今考えられていると

いうことですが、それについてどのような－、教えられる範囲で結構ですけども、まず年代と

か、あるいは前住所、前住所といっても細かいところじゃなくてもいいです。何県のどこら辺から

来たとか、あるいは当市を選択した理由とか、定住をここに来た理由とか、あるいはどうやってこ

のにかほ市に定住奨励金に基づく 1年を経過しているのかとかというようなことについて、少し具

体的にその部分をちょっとお伺いしたいなと思っておりましたので、お願いします。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、総務部長。 

●総務部長（森鉄也君） ただいまの御質問でございます。今回予算措置させていただいた方々に

つきましては、1 世帯と、あとは単身ということで、世帯の場合は 30 万円、単身の場合は 20 万円
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ということで予算措置をさせていただいておりますが、ただいま御質問ありました詳しい部分につ

きましては、今、資料を持ち合わせてございませんので把握してございません。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 

●13番（市川雄次君） それほど難しい内容でないので、ちょっと不確かなお話はできないという

ことで、資料がないということでお話できないと思うんですが、なぜ今これちょっと聞いたかとい

うことになるんですが、私この定住促進施策についての、にかほ市は手厚くしておるということで、

4 施策プラスアルファということだと思うんですが、私はこれ二つに分類、大別できるんだと思っ

ているんです。一つはやっぱり若者定住ということと、もう一つは先ほど市長の答弁にもありまし

たように、やはり移住に基づく、特にですねリタイヤ組等の移住に基づく定住施策という、この大

きく二つに分かれているんだと思います。当然当局がこの施策の遂行に当たってもですね、全部が

十把一からげではないと思います。今施行されている施策についても、どこの部分をターゲットに

してこの施策は取り組まれているのかということは、当然意識しながら取り組んでいると思うんで

すが、そうした場合ですね、私この人口減少社会ということで、人口自然増が望めない現代におい

てはですね、やはり先ほども言いましたように、パイの奪い合いだということになれば、この移住

施策をどのようにとらえていくのかというのが一つ大きなテーマになってくるんではないかなとい

うふうに思うんです。ある研究機関の報告によればですね、人口 2万人以上の都市、市町村におい

て、移住施策については経済効果としておよそ 1.5 倍の、1.5 倍というのは何をもって 1.5 倍なの

か、直接効果だとしても直接需要費とか物品購入とか、あるいは固定資産とかいうのを国保税及び

介護保険とかを差し引いても、およそかかる経費の 1.5倍ですね－の経済効果があるといふう

に言われております。 

 そこでですね、この移住施策について、まず特化して取り組むということも一つの方法ではない

かなというふうに思うんです。特に若者の定住施策というのは、どちらかというと雇用との関係が

あるので、どちらかというと長期的スパンでものを考えていかなきゃいけないというところもあっ

て、すぐに雇用が創出できればいいですけれども、なかなかそうもならないということもあれば、

どちらかが先にまず手をつけるかというと、同時進行というふうに言われればそうかもしれません

が、だけども集中と選択ということを考えれば、私としては、まず移住施策のほうについて、そち

らのほうをまず面白く取り組んで、面白くというのは非常に失礼ですけども、特化して取り組んで

いくというのも一つの方法ではないかと思いますが、そこでですねリタイヤ組の移住施策について

ですね、どのような特徴ある取り組みが当市で行われているかというのは非常に興味があるんです

が、先ほどの市長の答弁でも、ちょっとそれほど、何かこれはというような答弁もなかったんです

が、何か－要するにこのにかほ市に対する移住を進められるようなことで、特に先ほどのす

らっとした答弁でなくてもう少し具体的にお話できることあればお話を、今のところ取り組まれて

いることについてお話をお伺いしたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 総務部長。 

●総務部長（森鉄也君） ただいまの移住施策の関係でございますが、一応にかほ市定住奨励金交

付要綱がございますが、これには転入の届出時点で世帯責任者が 60歳以上の者は対象外ということ
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にさせていただいております。要するに、働く世代、現役世代をターゲットに奨励金を手厚くして

いるという考え方でございますので、リタイヤされている方々に対しては考慮されていないもので

ございます。 

 以上です。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 

●13番（市川雄次君） ではなおさらですね、先ほどのお話でもちょっとさせていただいたんです

が、もう少しこのいわゆるリタイヤ組に対する取り組みというのを特化してもいいのではないかと

思いますが、その点についてちょっとお伺いします。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、企画情報課長。 

●企画情報課長（齋藤均君） これまでの取り組みをお話しながら、少し御理解いただきたいと思

うのですが、そのリタイヤといいますかその移住関係につきましては二つのパターンを考えていま

して、一つがリタイヤによる移住と、もう一つが2地域への居住ということを踏まえての取り組み

をしてきました。これは県の施策とも関連しているんですけれども、ＮＰＯとの協働によるその定

住ツアー、これが 2地域居住をねらったツアーということで、これまで 3回ほど開催させてもらっ

ております。これは広域的な取り組みということで、県の支援を得ながら由利本荘市、にかほ市と

一緒になって取り組んだものでございますけれども、これを 3回ほどこれまでやっております。 

 それから、移住関係につきましては、市長の話の中にも出ておりましたけれども、東京で銀座の

ほうでセミナーを、こちらも 3回ほど開催しておりまして、そちらの関係については体験談をお話

していただいたり、この地域にかかわっているふるさと宣伝大使、この方を講師にお招きして、こ

の当地のよさを出身者ばかりでなくて興味のある方に参加いただいて、アピールといいますか宣伝

などを行っております。そういった意味では、取り組みを二パターンで取り組みながらこれまでやっ

てきているところです。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 

●13番（市川雄次君） そうですね、2地域居住というのが、やっぱり今、一つの大きなテーマの

ほうになっていると思います。なかなか私も質問しながら、実際のところリタイヤ組の移住なんて

いうのはちょっと難しいなというふうには思っておることは確かなんですが、ただ、2 地域居住と

いうことを考えたときに、別荘とはちょっと言わないんですけれども、やはり向こうを行ったり来

たりするということのイメージですよね。そういう居住の移住－半移住と言ったほうがいいん

でしょうか－というのも一つの方法だなというふうには私も思いますし、そういう取り組みが

主流になりつつあるのかなというふうには思うんですが、その段階でですね定住ツアーとか先ほど

の銀座でのセミナーというお話をされておりました。こういう取り組みをされているというのも、

前の－齋藤修市議員の会派代表質問の中での市長の答弁にもそういうことは取り組まれてい

るというような趣旨は 2年ほど前にされておるんですが、そのときからちょっと私も気になってい

るのは、じゃあ実際このセミナーとかツアーとか実施したと、実際来ますよっていう人があらわれ

たときの受け入れ体制ってじゃあどうなっているのかなという部分について思うんですが、来てか

ら考えるのか、あるいはあらかじめ受け入れ体制というのは整備されているのか、そこら辺ちょっ
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とお伺いしたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 企画情報課長。 

●企画情報課長（齋藤均君） その 2地域居住につきましては、基本的に来ていただいた方に、必

ずこの空き家バンクに登録されている物件を見ていただくと。そういった中で、特に売買物件が中

心になるんですが、それを紹介しながら、この地域のよさも含めて紹介していこうと、そういった

ツアーにしております。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 

●13番（市川雄次君） いえいえ、例えばですね、実際にこっちに住まれるということ、半分でも

いいんですけど、半移住ということで住まれた場合にですね、例えばアフターケアといいましょう

か、どういう要するに体制、どこに住まわれるかということも特徴あるんですけれども、いきなり

来て、ここに知らない人が来て住んたときに、そのアフターケアをするだけの体制というのはでき

ているのかなというふうに思うんです。そこら辺までの、こういうケアもできていますよというよ

うな情報発信ってなされているのかなというふうにちょっと思ったりするんです。特にですね、例

えば、さっきの空き家情報とは話がずれるんですが、空き家情報に話を戻したときにですね、ホー

ムページで空き家情報というものについてアクセスしようとしたら、非常に時間がかかるホーム

ページになっています。私が悪いのか、あるいはどっちが悪いのか分かりませんけども、空き家情

報、空き家登録というものについて、にかほ市のホームページでクリックして、どこにいけばいい

のかというのは非常に迷うホームページづくりになっているなというふうに私思います。というこ

とはですね、情報発信の仕方が、いまいちうまくできてないんじゃないかなというふうに、やはり

思わざるを得ないんです。この 2地域居住についても、どういう取り組みになっているのかという

のが非常に分かりづらいというのが、私は該当者じゃないから、ここに住んでいる人たちだから分

からないのかもしれませんが、例えばホームページにアクセスしたときだって、すぐにそこにたど

り着けないということの取り組みというのはいかがなものかなというふうに思ったりするんです

が、情報発信についてもっと－あり方を検討されてもいいんじゃないかなと思うんですが、質

問ともならないんですが、そこら辺についてはやはり今後－例えば先ほど言っているように、

ちょっとまとまりがつかないんですが、例えばどういうふうにこのにかほ市に、その 2地域居住と

かをしたいなと思ったときに、どういう手続きをすればいいのかとか、どういうふうに入り込めば

いいのかというのが、ちょっと見えづらいということがありますので、そこら辺を少し御検討いた

だきたいと思うんですが、そこら辺ちょっと御答弁いただきたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 総務部長。 

●総務部長（森鉄也君） ホームページ等、なかなかうまくできていないのではないかというよう

なことも含めまして、少し利用しやすいように工夫してみたいと思います。 

 また、にかほ市の魅力等につきましても、もう少し加えてみたいと思いますし、手続き等につき

ましても、その後のケア等の情報につきましても、中身を充実したホームページということで検討

させていただきます。 

●議長（佐藤文昭君） 13番市川雄次議員。 
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●13番（市川雄次君） ちょっとくどくなってしまったんですが、結局のところですね、どのよう

に情報を発信するかということがこの実は定住促進の一つの大きなテーマであると思うんです。そ

れがほかの施策にもすべて影響してくるものだと思います。例えば、観光にしたって、どのように

情報発信をするのかというのがやはり大きなテーマで取り組まれていると思います。そのときに、

あの施策はこれで、この施策はこうだというわけではないと思いますので、やはりそこら辺を非常

に精査しながら取り組んでいただきたいと思いながら、一般質問を終わりたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） これで 13番市川雄次議員の一般質問を終わります。 

 所用のため 10時 55分まで休憩といたします。 

 

午前 10時 44分 休 憩 

────────────────────────────── 

午前 10時 56分 再 開 

 

●議長（佐藤文昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、18番佐藤元議員の一般質問を許します。18番佐藤元議員。 

    【18番（佐藤元君）登壇】 

●18番（佐藤元君） それでは、私のほうから大きく 3点ほど質問をさせていただきます。 

 まず、委託料の減額についてでありますが、この件につきましては少しさかのぼることになりま

す。平成 22年 12月定例会に、老人福祉センターの改修の陳情が提出をされまして、これを議会は

採択をしております。明けて平成 23年 1月、市長査定まで、年末年始を除くと約 1ヵ月間でありま

す。それに土日を除くと、もう少し短縮するのかなとこう思います。平成 23年度予算、3月定例会、

設計委託料 320万円計上されました。一般会計予算、可決したものであります。そして昨年 12月定

例会におきまして、この設計委託料を本年度予算から減額したい旨の説明があったものであります。

私はこの減額を、お世辞でも何でもありませんが、非常に勇気のある決断だと受けとめております。 

 質問ですが。最初に、当然予算に伴う明確な意思と計画があった上での計上と思いますが、この

件についての市長の見解を伺います。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、市長。 

    【市長（横山忠長君）登壇】 

●市長（横山忠長君） それでは、佐藤元議員の質問にお答えをいたします。 

 委託料の減額についてでございます。私の見解ということでございますので、説明をさせていた

だきますが、老人福祉センターは昭和 50年 1月、当時の松田製線株式会社が建設して、旧象潟町に

寄贈されたものであります。これまで大きなものでは 4回の増改築を繰り返してまいりましたが、

建築後 37年が経過し、老朽化が目立ってきているところでございます。この老人福祉センターにつ

いては、合併以前から存続やその方向性について考えてきたところでございますけれども、老朽化

の上に団体等の利用は少なく、最近はさらに利用者が減少している状況でございます。また、利用

の大半は風呂の利用であるため、老人福祉センター建設後に整備されている象潟町内ほかの入浴施
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設との兼ね合いも考えていたところでございます。そのような中で平成21年 9月には、にかほ市社

会福祉協議会から市長に対して、老人福祉センターの改築要望が提出され、また、先ほどお話あり

ましたように平成 22年の 10月には、にかほ市議会に象潟老人福祉センターの改修を求める陳情書

が象潟町内会長を代表者として提出されたところでありますが、この陳情に対しては平成 22 年 12

月の議会定例会において採択をされたところでございます。 

 そして平成 23 年度当初予算に老人福祉センター建て替え工事の設計委託業務の計上に当たって

は、管理委託している社会福祉協議会より再三の雨漏り等の修繕の要望があり、老朽化の改善を余

儀なくされていた状況でもございます。また、高齢者の利用については、風呂の利用が主なものだ

とすれば、浴場部分については平成 10年 12月の改築で 12年ほどしか経過していないことから、そ

のまま活用するとして、浴場以外の部分について規模を縮小しながら改修したいと考えて予算を計

上したところでございます。 

 しかしながら、温泉法の改正もあり、平成 22年度後半からメタンガス濃度が高いことが指摘され、

いろいろと検討してまいりましたが、昨年 5月には予備的に簡易な撹拌装置を貯湯槽に設置して対

応してまいりました。また、その都度、対応は講じてまいりましたが、レジオネラ菌や貯湯槽に大

腸菌が検出されるなど、温泉井戸と施設までの配管が古いこともありまして、新たな問題が発生し

たところでございます。このような状況にあることから、井戸から施設までの配管を含めて改修し、

現在の浴場を継続していくには、費用対効果からしても限界があると判断をしたところであります。 

 そこで、浴場を利用しないことになれば、現在の場所に限定する必要はありませんので、より多

くの市民が利用しやすい、要するに老人福祉センターではなくて、総合的な福祉センターとして整

備する場所を検討していく必要があることから、12月定例議会で設計委託料の減額をお願いしたと

ころであります。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18 番（佐藤元君） 今、市長からいろいろ説明いただいたわけですけれども、確かに昭和 50 年

に寄贈を受けて、それ以来 40年近い歳月が経過しているわけですので、当然それなりの維持費その

ものがかかってきたことは事実だと思います。若干資料もいただい上で見てみますと、当然平成 22

年度、いわゆる 5年間のいわゆる稼ぎと平成22年、一年間の維持費を計算しても 20万円ぐらいの

赤字というこういうデータですから、当然そこに新たにいくということであれば、そういう意思で

向かうんであれば、当然やはりこれは改修は必要です。むしろ改修より改築かなと、こう思うんで

す。それでもいろいろと今説明の中でありましたように、そういう観点から考えた場合、いわゆる

風呂を利用しない、いわゆるそういった総合的な福祉の方面で考えてみたいと、こういうことです

から、私はそれはそれでいいと思うんです。 

 それでは計上した－それなりの意思聞きましたけれども、しかし、計上するまでの流れが当

然あったと思うわけです。その件につきまして、担当課ではどのようなその 1ヵ月間の間でヒアリ

ング等や現場等の調査を行った上で上程をされたのか、まずその点を伺いたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、子育て長寿支援課長。 

●子育て長寿支援課長（齋藤美枝子君） 期間のことですけども、この期間については、計上まで
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の期間は 1ヵ月間ということでしたけれども、実は平成 21年 9月に社会福祉協議会から老人福祉セ

ンター改修について要望があったときに、どのような施設がよいのか、平面図とか見積りを提出し

てもらっておりました。また、その後の平成22年 10月には、象潟町町内会長等からの陳情書が出

されましたので、提出されていた平面図等を子育て長寿支援課と社協と、どのようなところがいい

のかということをさらに協議をいたしまして検討しまして、工事設計の委託料の予算を計上したも

のです。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18番（佐藤元君） 今の課長の説明ですと、いわゆる平面図そのものが、いわゆる誰がつくった

のか私は知りませんが、その当時からあって、320 万円という一つの根拠になっているんだという

ふうに私は今、受けとめたんですけれども、そうしますと、いわゆる陳情が採択された後での 1ヵ

月間の中で、現実にそのじゃあ担当課としてこの事業に対する意思や計画というものは、実際は表

明されなかったわけですか。 

●議長（佐藤文昭君） 子育て長寿支援課長。 

●子育て長寿支援課長（齋藤美枝子君） 社協と協議をしておりました際に、常に社協がそこのと

ころで管理してもらっているところなんですけど、今後につきましては社協の事務室、その平面図

も社協全体が介護の事業所も入るような大きな事務室でしたので、このようなことではなくて、希

望されている福祉部門であれば入ることも可能であろうということとか、あるいは現在の規模より

は平面図そのものも少しは小規模に出しましたけれども、規模は同程度か、その縮小される規模で

あるというようなことで、こちらとの話し合いは進めてきた結果でした。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18 番（佐藤元君） そうしますとね、何か課長のそういう答弁ですと、市長のいわゆる 12 月定

例会で報告をしているその流れと、やっぱり整合性がなくなるわけですよね。例えばですよ、その

立地条件とかセンターの利用状況、それから今後のセンターのあり方などを考えたことを検討はし

てきたけども、要するに現状をちゃんとこうもう一度分析した結果、さらに敷地が狭いとか、海岸

が近いとか、自然環境の災害も考慮するとと、こういうふうになっていっているわけですからね、

そこら辺のことが結果的にじゃあその 1ヵ月間の中での判断ではなくて、最初からあったその判断

で要するに子育て長寿支援課からはそういう形で市長のほうに上げたと、こういう解釈でいいんで

すか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 前段の課長が申し上げたことは、これまでにも雨漏りがしていると、そう

いう状況を放っておけないというのは今までの課題でありました。ただ、前から申し上げておりま

したことは、社会福祉協議会のために改築するんではないですよと。あくまでも老人福祉センター

として改築をするんですよという形で、その予算計上の前に大分議論は重ねてきたんです。ただ、

平成 22年の 12月定例議会で陳情書が採択されました。そういう課題があって、雨漏りもさせてお

けないので、やっぱりだとすれば、規模を縮小しても、それは当然今の風呂が使えるという条件で

す、今の風呂が。ところが先ほど申し上げましたように、その予算後にはレジオネラ菌が出てきた
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り、あるいは貯湯槽に大腸菌が発生したり、あるいはガスの濃度が、その井戸のところで分離して

いるんですけれども、それだけではガスの濃度が法の改正によって適当でないということも、その

後に出てきたわけです。ですから、私とすれば、じゃああそこの風呂もだめだと。風呂もだめで、

井戸の部分も改修して、井戸から何キロメートルもあるところの配管もやり直して、そうしてその

風呂を含めた施設整備というのは、費用対効果から見ても難しいだろうと、これはやめるべきだと

いう判断で予算の減額をいたしました。ですから、あの場所でなければ、例えば海に近い、確かに

津波も心配だということもありますけれども、どうせつくるんだったら老人福祉センター、要する

に老人に限らない、障害者からいろんな総合的な福祉センターとして整備すべきじゃないかという

ことで減額させていただきましたけれども、やっぱり情勢が変われば、これはお叱りを受けても予

算は議会に上げて減額せざるを得ないのです。この点については御理解をいただきたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18番（佐藤元君） 今、市長から言われたのは、確かに記憶もあります。私 1年前にちょうど代

表質問の中で、この件も触れていますので、決して社会福祉協議会のためにその改築するんではな

いんだと、私はその記憶ありますし、私もそうは思っていませんし、それはそれで別に私はそれで

いいと思います。ですから、私がそういうふうにこの予算の減額に対して危惧しているのは、そう

すれば予算執行から12月まで 9ヵ月ありますね、9ヵ月。じゃあ本当にそういうその中で、担当課

も含めてですよ、この件に対して、その慎重に事を構えてやった事業であればですよ、私はこの 9ヵ

月間に、何も 12月でなくてもよかったと思うんです。何でこの 9ヵ月も要したのかと、6月でもよ

かったんじゃないかと、あるいは 9月でもよかったんじゃないかなと、私はこう思うんです。ここ

ら辺の流れが分からないわけです。一気に 9ヵ月後に減額ということで説明を受けたわけですから、

そこら辺の流れがちょっと私には、私だけじゃなくて議会のほうは誰も分からないと思うんです。

そこら辺のこともう一度お願いします。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、市民福祉部長。 

●市民福祉部長（細矢宗良君） 平成 23年度に入ってから社会福祉協議会のほうから担当課のほう

に、いろいろな指摘、あるいは故障、そういったことが幾度となくこう連絡が来るようになりまし

た。お風呂のほうも臨時休業もするようになりました。そういうことで、夏まで協議をずっと続け

てきていたんですけども、じゃあお風呂をどうするのかという問題がやはり引っかかりました。そ

のままで設計していいのか、それともお風呂を除外した場合どうなるのか、そういったことを改め

てまた社会福祉協議会と協議してきたということでございます。その結果、その協議の結果、12月

議会で削減するということでお願いしたものであります。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18番（佐藤元君） まずその件は分かりました。 

 それで、12月定例会において、市長が最終的に、さっきも言っていましたけども、要するに老人

福祉に限らず、要するに総合的なボランティアも含めてそういった活動を支援する施設があっても

いいのでないかという、そういう発言でありましたし、12月もそういうことを言っていましたので、

もしそうだとすればですよ、私は今、仁賀保地域には総合福祉交流センター、そして金浦地域には
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保健センター、そして象潟地域にも保健センターあるわけですから、そういう中でこれがいわゆる

子育ても含めて総合的なものになるんでしょうから、どこにいくかは別にしてですよ、そういうこ

とであれば、現段階でいわゆるスマイルと金浦と象潟で合わせて 12 名ですか、11 名の方々がこう

配属されているわけですけども、私はそういう意味では公共施設の一元化も含めて当局は進めてき

ているわけですから、その中で考えた場合、むしろ 1ヵ所から指令をしたほうが効率よく、効果も

上がると思うんです。ですから、そういう考え方で立って考えれば、私はむしろ今既存の建物その

ものを有効活用したほうが、ずっといわゆる行財政改革大綱に対する考え方にもそうであろうし、

また、実績としても市民に分かりやすく、また、目に見えるようになると思いますので、そういう

考え方が私はあってもいいのでないかなと、こう思います。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 結論から申し上げますと、私も佐藤元議員の考え方と同じです。今、公共

施設を将来的にどうするかという検討委員会を進めております。例えば、にかほ市内には三つの公

民館ありますけれども、こうした公民館を三つ維持していくということは、当然これから無理なわ

けです、耐震補強はやりますけども。ですから、今ある施設を有効に活用していくことも、これ大

変大きな課題だと思っておりますので、そうしたことを視野に入れながら、この総合的な福祉セン

ターについては検討してまいりたいと思っております。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18番（佐藤元君） 分かりました。この件については以上で終わりたいと思います。 

 次ですけども、私の前に会派代表質問も一般質問もありましたので、この観光については極力ダ

ブらないで質問していこうと思っているわけですけれども、そういう面もあるかもしれませんので、

あえて前もって言っておきたいと思います。 

 それから、ちょっと誤字がありますので、①のこれは「六期」となっていますけれども、「六年」

の誤りですので、訂正をお願いいたします。それから、その下の 4行目の中に自治体が「控えてい

る」というふうになっていますけれども、これは「抱えている」の誤りですので、訂正をお願いい

たします。 

 それでは、観光推進に当たってという質問をいたします。 

 昨今、県内のみならず全国的にこの観光産業、いわゆる観光振興の重要性が論議されているわけ

ですが、当市も施策の柱としてきたところであります。今後の方針を伺いたいと思います。 

 最初に、6年目にして市長の観光への情熱を伺いたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 観光の推進についてでございますけれども、先ほどお話がありましたよう

に、これまで質問された議員に対してもお答えしてきたとおりでございますが、私としては誘客拡

大を図るために観光施策については積極的に展開してきたつもりであります。その結果、企画商品

化されたツアーの実現や食のイベントの開催などに一定の効果があったと思っておりますし、平成

24年度から行われる秋田デスティネーションキャンペーン、これはＪＲの関係でありますが、これ

が予行練習として秋から始まります。そして、東北全体を観光博覧会に見立てて誘客活動を展開す
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る東北観光、これも本年度行われますが、本荘・由利地域が漏れたということで、大分、県のほう

にもいろいろ申し上げましたけれどもね、これはらちがあかないということで、私は確か 2 月の 7

日だったと思いますが、観光庁と、それからＪＲ本社に要望にまいりました。そこでＪＲについて

は、このデスティネーションキャンペーンについては、担当する部の次長さんと、それから大人の

休日を担当する課長さん、あるいはもう一つは商品開発の課長さんに、いろいろとにかほ市のＰＲ

をして、このデスティネーションキャンペーンの予行練習から含めて、アフターまでありますが、3

年間ありますが、ここでいろいろと取り上げていただきたいということをお願いしてまいりました。

その結果、新聞でも報道ありましたが、庄内地区と連携して、この 4月から 3ヵ月間、由利本荘市

までの取り組みがこの前の新聞で公表されたところであります。 

 観光庁についてもいろいろ申し上げてきました。あれは本省でするんじゃないんですね。結局は

仙台にある東北経済産業局との中で、それぞれがやっているわけですけれども、それについても今

発表したものを訂正ということはできないので、男鹿・秋田、これと一緒ににかほ市もＰＲしてい

ただくと。それから、庄内と一緒にこのにかほ市区までもＰＲしていただくと、そのことが観光庁

の課長さん、あるいは担当の課長補佐からも、そのようにして取り組んでまいりますというふうに

返事はいただいておりますので、この観光博についても名前は由利本荘市、にかほ市は載らなかっ

たんですけども、観光博ではそうした形でＰＲしていただけるものと、そのように考えております。 

 それから、県では全国へ秋田県を売り込むために、さらなる観光キャンペーンの実施や観光産業

の底上げを図るために、新年度に観光部門として関連する部署を統合して、観光文化スポーツ部が

新設される予定となっております。にかほ市でも先ほど申し上げましたように、これからもＪＲや、

あるいは観光庁に出向いて要望をさらに続けてまいりますけれども、新年度からは商品開発や、あ

るいはいろいろな施策を進めるための観光アドバイザー、これを置くための予算を置かせていただ

いたところでございます。これから議会審議があって、可決していただけるものと思っております

けれども、そうした形で観光アドバイザーを置かせてもらいました。これはＪＲさん、あるいはＪ

ＴＢさんあたりでその業務に携わった方をお願いしたいと思っているところでございます。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18番（佐藤元君） 私以外にもこのデスティネーションキャンペーンの話は申されていますので、

それは私は結構だと思います。私は今回、私この5年間で観光について初めて質問させていただき

ますけれども、私はデスティネーションキャンペーンはそれはそれでいいと思うんです。ただ、そ

れはデスティネーションキャンペーンは、もう広域な話ですからいいんですけども、私は本当にこ

のにかほ市の、狭いにかほ市ですけども、この中で自然を相手にしたその目玉は本当にどこにあっ

て、そのことが一つの商品として、プログラムとして、にかほ市の観光の場合、その策定すること

は不可能なのかなと、こういうふうに私は言いたいんです。ですからそこら辺のことを、観光課も

含めて本当にそのにかほ市の観光の目玉はここだと言い切れる場所というのは、大体どこら辺のこ

とを考えているのかなと、そういうことをひとつありましたらお願いしたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 観光資源ということでありますけれども、これまでにも申し上げてきてお
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りますが、このにかほ市には本当にすぐれた観光資源はたくさんあると思っております。一、二と

つけがたい、鳥海山、日本海、いろいろあります。そうした中で、今、大変人気が高くなっている

のが獅子ヶ鼻湿原です。そういうことで、この鳥海山を核とした獅子ヶ鼻湿原、元滝、奈曽の白滝、

仁賀保高原等の観光資源と、そして日本海の景観と食、また、蚶満寺や九十九島などの文化遺産、

こうしたものを結びつけた観光商品の開発を進めながらＰＲしていきたいなと思っております。た

だ、我々がここに住んでいて、余りにもいいなと思いながらも他から見ればどうなのかということ

が、やはり不足している面がありますので、先ほど申し上げましたように、第三者的な立場でアド

バイザーからいろいろなこの観光資源を見ていただきながら、もう一度新たな観光資源をつくり上

げていきたいものだと、そのように思っております。特に先ほど申し上げませんでしたが、やはり

歴史、産業遺産、これは仁賀保地区になりますがＴＤＫとか、あるいは帝国石油の関係あります。

こういう産業遺産、あるいは金浦地区の歴史探訪、これも白瀬中尉をはじめとする歴史、それから

芭蕉街道、この九十九島、こうしたものも結びつけながらいろんな商品を開発していきたいものだ

と、そのように思っております。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18番（佐藤元君） この合併して以来 5年間、このデータを見てみますと、比較的投資もしてな

いでいわゆる観光客が横一線でずっとこう上下なく推移しているのは、鳥海山と仁賀保高原のこの

2ヵ所だわけですけれども、その中でにかほ市の場合は、10万人単位というのはねむの丘－ね

むの丘というのは私は観光地だとは思いませんけども、それを除くと実質的には鳥海山と仁賀保高

原が 10万人単位をかろうじて維持しているのが現状であります。ですから私はそういった中での、

その今、市長も言ったわけですけども、それはそれととらえてもにかほ市単独のひとつプログラム

というものは、作成することはできないのかなと。そして、それをいわゆるキャンペーンにする、

私はもしそれが一つの目玉となって宣伝できて定着するのであれば、私は秋田市内の有力なホテル

方と提携しながらも、少しは貢献していくことができるのでないかなと、こうも思います。ただ、

やっぱりそのプランが魅力なければ、どうしても、いくら秋田市から 1時間で来るとは言っても魅

力ないプランであれば来ないわけですので、そういったことも今度は視野に入れて、ひとつ計画の

練り直しもあってもいいのではないかなと、こう思います。あえて私はこの意見に対しては答弁は

求めませんけども、ひとつそういうこともあってもいいのでないかなと、こう思っておりますので、

よろしくお願いします。 

 次に、3 番目ですけども、国保の特別会計を考えるときということで、この件につきましては、

もう私がここで当局といろいろ 1 時間、2 時間やって解決する問題ではないわけですけれども、あ

えて今日は事前に通告してありますので、ひとつ考えを伺いたいと思います。 

 政府は一体改革の案で、市町村の財政運営を都道府県に、いわゆる一本化したいということを示

しているわけですが、中では広域化をしてパイを大きくするだけでは財政は安定しないと、むしろ

それはうそだという、こういう指摘をされている方もおるわけであります。そういう意味で、今日

の地方自治体の抱えている国民健康保険の行方が非常に心配されておりますので、2 点ほど伺いま

す。 



- 185 - 

 まずとりあえず合併後の法定外繰入額はどのくらいまでなっているのかを伺います。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） それでは、国保特別会計についてでございますが、合併後これまで一般会

計から国保特別会計への法定外繰り入れについてでございますが、県や市単独の福祉医療事業、こ

れを行っております。これを行うことにより、国からの療養給付費負担金や財政調整交付金が減額

となります。単独でしたことによって減額となります。この分の補てんはしておりますが、国保財

政の赤字を補てんする繰り入れは行っておりません。ちなみに年度ごとに申し上げますと、平成 18

年度は 260万円、平成 19年度は 430万円、平成 20年度は 750万円、平成 21年度は 700万円、平成

22年度は 800万円、要するに福祉医療の内容を充実することによって一般会計から国保特別会計へ

の負担は年々大きくなっている状況でございます。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18番（佐藤元君） この制度の件は、いろいろと言われているわけですけれども、急にどうこう

のと、ましてや制度のことや、それから構造的な問題は急に変化するということもあり得ないわけ

ですけれども、しかし、だからといってこのままでいいというものではありませんので、実態とし

て市長会のほうの意向で立ち上げたのかどうか私分かりませんが、その広域研究会が実際その考え

ていることと、それと県当局の考えていることに、実際はどういうその意見の食い違いがあるのか、

それとも一致しているのか。ただ、知事はこの前の今回の社会保障と税の一体改革は、もうやむを

得ないというような賛意を示しているようですけども、そういうことでいきますと、当然何となく、

ああもう税は受け入れると、それでなければこれは国保が持たないからという方向でいって、ただ

パイが大きくなるのかなという感じもしないわけでありませんので、今日現在の段階で広域研究会

と県当局との考えの中で、どのような食い違いがあるのか、市長の分かる範囲内でお願いします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 国保の広域化に伴う研究会についてでございますが、県と乖離があるかと

いうお話ですが、そういうところまではまだいっていません。今、その国保、それぞれの国保でど

ういうふうな課題があるのか、そうしたことを洗い出ししているところでございまして、広域化に

向けて、じゃあ県ですよという話し合いはまだやっておりませんので、そうした県との乖離はまだ

ありません。 

 ただ、国は広域化は都道府県が保険者になるべきだというふうなことを言っていますが、知事会

ではまだ議論が不足しているというのは、先ほどお話ありましたように、もともと赤字の国保特別

会計が一緒に集まっても赤字には変わりないわけですよね。ですから、ここを国がどういう形で財

政的な支援をしながら、それぞれ都道府県が保険者になる道筋を示さなければ、これはそう簡単に

は県でも、はいそうですかとはいかないと思います。今の段階ではいろいろな課題の洗い出しをし

ている段階でございます。 

●議長（佐藤文昭君） 18番佐藤元議員。 

●18 番（佐藤元君） そうすると、もう一度確認の意味ですけども、そうすると、全く今のその

－全然していないということはないと思うんですけれども、いわゆる現在のその 2倍以上に広
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がっている市町村間の格差については、今の段階では解決のその糸口は全く見えていないし、その

ような話し合いもされていないと、こういうふうな解釈でよろしいですか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） やっぱりそれぞれの国保会計においては、診療所とか病院があるところは、

やっぱり保険料は高くなっています。そして、お医者さんがいない地域においては、やはり保険料

も安くなっているのが現状だと思います。その分お医者さんにかかっていないということになりま

すよね。 

 この研究会の内容については担当の部長等からお答えをさせます。 

●議長（佐藤文昭君） 市民福祉部長。 

●市民福祉部長（細矢宗良君） 広域化研究会の平成 23年に出した報告書を見ますと、保険財政共

同安定化事業－広域化に向けた方向性というのをまとめておりますけれども、財政推計を見ま

すと、広域化も安定した財政運営を図るためには、負担のあり方を含めた制度の見直しが必要であ

ることから国に改善を求めていくことが必要であるとまとめております。また、保険財政共同安定

化事業につきましては、広域化を行う場合、保険税の格差をいかに解消すべきか検討が必要であり、

国では保険財政共同安定化事業の拡大を推進している。また、拠出方法について、拠出超過による

負担が重い市町村に配慮するため、新たに所得割を導入できることになったところである。研究会

では、新たな拠出方法の検討及び試算には至らなかったが、見直しに当たっては保険税の急激な負

担増が生じないよう、今後各市町村の対象医療費及び所得の状況を踏まえ検討する必要があるとい

うふうに報告書のほうにはまとめられております。 

    【18番（佐藤元君）「終わります」と呼ぶ】 

●議長（佐藤文昭君） これで 18番佐藤元議員の一般質問を終わります。 

 少し早いですけども、昼食のため、午後 1時まで休憩といたします。 

 

午前 11時 39分 休 憩 

────────────────────────────── 

午後 1時 00分 再 開 

 

●議長（佐藤文昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、2番鈴木敏男議員の一般質問を許します。2番鈴木敏男議員。 

    【2番（鈴木敏男君）登壇】 

●2 番（鈴木敏男君） 今定例会の質疑も会派代表質問、あるいは一般質問と、今日で 4 日目の質

疑となりました。大変お疲れのところでありましょうけれども、それぞれに真摯に答弁いただいて

おります当局に感謝を申し上げたいと思います。 

 また、今般はＴＤＫの再編に伴う質疑が多くなされております。私もそれを取り上げさせていた

だきましたけれども、今のまちの一番の関心事はこの問題でございますので、私もそれを含めて通

告書にありますとおりの質問をさせていただきます。 
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 まずは、そのＴＤＫ工場等の再編がもたらす影響と、その対策についてお尋ねをいたします。 

 御案内のように景気のなかなか進展しない中にあって1月の31日、我が町には激震が走りました。

ＴＤＫが当市にある同社のグループ 3 工場を閉鎖すると発表したことでございます。昨年には約 1

万 1,000 人の社員を 2ヵ年で削減との発表はありましたけれども、市長からは、上釜社長とお会い

し今後の方向性を伺ったが、心配される従業員の削減は海外が中心で、秋田はＴＤＫの発祥地でも

あり、雇用はグループ全体の中で確保していくとの報告を 12月定例会の市政報告でなされておりま

したので、このような大きな再編、また、当市からの撤退との発表に驚いたのは、私一人だけでは

なかったはずであります。そして、その余波は、予想されたように協力工場との契約の見直しや解

除に発展いたしております。また、他の規模の小さな中小の事業所にも、そのことが及ぶことが懸

念されておりましたけれども、なかなかその数はつかめないというのが報道でもされておりました。

ただ、昨日の答弁の中には、100 何ヵ所の事業所を調査したというふうなことは伺わせてもらいま

したけれども、なかなかその裾野は広いようであります。このことは従業員はもちろんでございま

すが、市民の不安も日々増長しております。ＴＤＫ等の発展は我がまちの発展とともにありました。

農業主体の我がまちの経済を支える大きな存在として、いわゆる農工一体のまちとして不離一体の

かなめであったのであります。こうしたまちづくりは、我らが先人の功績そのものであり、田園工

業のまちを形成してきたところであります。今回のこの工場の再編は、雇用の不安をはじめ、市政

全般に影響を受けることが懸念されているところであります。そこで次の点をお尋ねいたします。 

 始めに、当市の雇用関係にどのような影響が出るのか。あわせて、今後の対応をお尋ねいたしま

す。このことにつきましては、今までもいろいろと答弁がございましたので、できれば新しいもの

がないとすれば、ひとつ簡潔にお答えをお願いいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、市長。 

    【市長（横山忠長君）登壇】 

●市長（横山忠長君） それでは、鈴木敏男議員の御質問にお答えをいたします。 

 ＴＤＫの再編がもたらす影響とその対策についてであります。 

 当市の雇用にどのような影響が出るのか、今後の対応策との御質問でございますけれども、雇用

への影響が危惧されるのは、ＴＤＫから契約解除となる事業所の社員、あるいは組織再編により影

響を受ける派遣労働者の方々になるものと考えております。報道で御承知のように、契約の解除が

発表になった事業所は市内で 3事業所となっております。また、契約の見直しを受けた市内企業に

おいては、100％ＴＤＫの仕事を受注して経営が成り立っておりますので、大変な状況に置かれてい

るところでございます。経営者としては大変厳しい状況でありますが、企業の規模を大幅に縮小し

ても、新たな事業を求めながら会社を存続させたい、そういう強い希望がございます。 

 さて、今後の対応策でございますが、2 月 7 日に秋田県やにかほ市、そして由利本荘市やハロー

ワーク本荘など関係機関で構成する由利地域の経済雇用情勢に関する連絡会議を立ち上げ、象潟庁

舎で第 1回目、また、第 2回目も同じく 2月の 28日に象潟庁舎で開催したことは御承知のとおりで

ございます。 

 この会議では、改革による地元企業への影響調査と情報を共有し、離職者が出た場合には連携し
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て支援策を講じることを確認し、また、両市役所に相談窓口を設置するとして金浦庁舎に相談窓口

を開設したところでございます。そして、2 回目の会議においては、これまでのメンバーに加えま

して、日銀の秋田支店と秋田財務事務所の職員がオブザーバーとして参加している状況でございま

す。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） 発表以来、即対応されておるというふうな当局には、大変敬意を申し上げ

る次第であります。 

 ただいま対策の一部が話をされました。あるいは昨日の答弁の中にもありましたけれども、会社

の撤退後のこの会社の跡地を何とするかというふうな話もございまして、これにも答弁がございま

した。例えば農工連帯の野菜の水耕栽培をしたらどうかというふうな提案もございました。 

 県では今年、空き工場や廃校舎などの施設調査をして、そして植物工場の設置の可能性を探る調

査がやられるようでもあります。そして、適当な施設があれば 13年度でも野菜の栽培を始めるとい

うふうな報道も、けさありました。 

 こうしていろいろ雇用の確保についての動きが盛んに行われているわけでございますが、なかな

か雇用を生むのは大変なことであります。しかし、雇用を生み出さなくては市の発展も先細りする

のは明らかでありますし、経済や市民生活にも大きな影響があります。かといっても事業誘致もな

かなか容易でないことは確かであります。 

 そこで、昨年の東日本大震災で被害を受け、仕事の再開を一日も早く望んでいる被災地もあるよ

うであります。経営者もおられるようであります。このような方もおいででございますので、被災

地と連携し、企業の新たな再開の一歩として当市にそういう方々のこの工場誘致というんでしょう

か、そういうものの考えがあるのかどうか、ひとつお伺いをいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 被災地との連携によるということでございますが、直接的な連携は今行っ

ておりません。ただ、これまで空き工場になっている部分があります。名前は言いませんけれども、

空き工場になっている部分を、うちのほうで買い取りしてもいいですよと、その会社のほうには言っ

てあります。ただ、条件として、被災地との連携で新たな企業を見つけていただきたいと、その上

でこの話は進めましょうというふうなことがありますけれども、それ以後はまだ具体的に話は進ん

でおりません。機会あればそうしたことにも取り組んでいきたいと思っています。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） できればそういうふうな方向で進んでいただければというふうに願ってい

るところであります。それがひいては被災地の復興の支援にもつながるというふうに思うからであ

ります。 

 もう一つ、今のこの会社の撤退の一方で、実は技術を持っている方もおるというふうに思われま

す。その技術を持って起業したいという方も、一方ではおられるんではないのかなというふうに推

察をいたしているところであります。今まで大きな会社のもとでは日の目を見なかったけれども、

実はこういった技術を持っている方も、特異な技術を持っている方もいらっしゃるというふうに私
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は思っているわけでございますが、そういう方々が今後起業する場合、今後起業アドバイザーを導

入というようなこともありましたけれども、そういうアドバイザーを中心にして、この起業を考え

ている方をも、この支援をしてもらえればありがたいというふうに思いますが、その辺の考えをお

伺いいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 技術の持っている方が独立して会社を起こしたい、起業化したいという方

がいれば、当然うちのほうの起業アドバイザー、新年度もまたお願いするつもりでありますので、

アドバイザーを通しながら、あるいは県の起業活性化センター、こちらのほうでもそうした起業化

に向けての支援がありますので、こうした中継ぎをしてまいりたいと思っております。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） 加えましてですね、県のほうでは新年度予算に東日本大震災の被災地の復

興を支援するサポート事業をやるというふうに報道で知りました。これはもう既に始まっているよ

うでございますが、ただ、なかなかこのサポート事業というのは、向こうの被災地からの情報を集

めるというふうなことで、実際的にはなかなか進んではいないようでございますが、ただ、今後は

改善される余地もあるようであります。今、被災された岩手・宮城・福島の 3県では、この震災の

復興に計上する予算というのは 9,000 億円というふうにも報道されておるわけであります。今現在

はその復興の工事には、なかなか参加できないような、こういう状況の上でございますけれども、

ただ、今後はですね、それも復興工事に加われるといふうな状態にもなるようでありますので、も

しそういうことがあれば、当市でも参加されるのかどうか、参加されたいのかどうか、参加する気

もあるのかどうか、その辺もお尋ねします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 県が被災地サポート事業を実施というふうな内容のお話でありますが、残

念ながら私それ承知しておりません。ただ、今、太平洋側では建設業、それから住宅産業を含めて

大きな需要があるわけです。これに向けては、県内の、あるいはにかほ市内の建設業も、もう取り

組みを始めています。向こうのほうとしっかり情報を入れながら。ただ、私たち心配しているのは、

ただ仕事がありますよといって、じゃあできた後の支払いがどうなのかという形がありますから、

ここだけはきっちり向こうの、例えば建設業であれば向こうの建設業とよく協定なりそういうもの

を結びながらしていただきたい、やってくださいという話はしておりますが、ちょっとそのサポー

ト事業の内容については、ちょっと私承知しておりません。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） 県のほうでもいろんなことがあるようでございますし、それから当市自体

でもいろんな雇用を生み出す努力もされているようでございますので、そういうことが一日も雇用

に、本当の雇用に結びつくように期待したいというふうに思います。 

 次の質問に移らせていただきますが、今回の会社の再編等の問題は、当然当市の税収面にも影響

が及ぶことは必至であります。どのような影響がありますかというふうに通告をさせていただきま

したけれども、会派代表質問での答弁もございました。さらには当市の大きなプロジェクトでござ
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いますところの施設建設計画などにも影響がありませんかというふうな質問にも会派代表質問で答

弁をされております。市長の答弁では、会社の再編に絡んでの市税が減収するということがあって

も、今計画しておりますごみ処理施設の建設、あるいは前川―象潟道路の新設、これらには財政調

整基金は維持しながら市債を 200億円は超えないで財政運営に当たりたいという答弁でありました

けれども、この答弁をいま一度確認させていただきます。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 市税への影響という御質問でございますけれども、現時点では仮定の話し

かできません。例えば、従業員が解雇となって再就職できない場合や再編によって転勤でにかほ市

以外に転出した場合は、住民税、これが減ることになります。それから、にかほ市内にあった工場

が閉鎖、またはその工場の存在がなくなった場合や社員が少なくなった場合、これは法人市民税に

影響を与えることになります。それから、固定資産税については、工場の建物を解体した場合や償

却資産を処分、またはにかほ市以外に移動したという場合も固定資産税は減額することとなります。

いずれも仮定でありまして、実際に雇用や閉鎖、または解体や運搬等があった場合には、その事実

があった翌年度以降、人員やその規模に応じて税額の変動が生じることになります。 

 次に、今後の施設建設などへの影響についての御質問でございますが、歳入については住民税、

法人市民税の減収及び固定資産税の減収額の多寡により影響を受けることになりますけれども、私

どものような税収の少ない地方においては、その財源を地方交付税に頼っているわけであります。

ですから、地方交付税は基準財政需要額があって、そして税収などの基本財政収入額があって、そ

れを差っぴいて地方交付税が確定するわけでありますが、この基準財政収入額に減った分の 75％、

これは当然ながら基準財政収入額から引かれることになります。ですから、実質的には 25％、計算

上では影響額は 25％、税収が例えば 100あるとすれば 75は収入額に減らされますので、実際は25

少なくなるという状況になると考えております。その上で今後の施設の建設計画については、現在

計画されているのはごみ処理施設の整備事業と前川象潟 2号線の道路改良事業がございますけれど

も、こうした計画されている事業については、予定どおり実施できると、そのように考えておりま

す。 

 しかしながら、これからどの程度税収が減って、地方交付税がどうなるかは今のところ分かりま

せん。今、平成 24 年度ではある一定額、前の議員にもお答えしておりますけれども、17 兆 4,000

億円ぐらい、去年から見ると 0.1兆円増えておりますけれどもね、これからどうなるかは分かりま

せんので、よくその国からの地方交付税、あるいは税収、こうしたものを見きわめながら行財政改

革で改革できるものは改革しながら、そして先ほどお話ありましたように起債残高は 200億円を超

えないように、あるいはある一定の財政調整基金を確保しながら事業を進めていきたいと思ってい

ます。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） もしそういうふうに計画どおり大型プロジェクトを進めるということであ

れば、ぜひともそういうふうな理念において進めていただきたいというふうに思います。 

 ただ、ごみ処理施設の計画では、合併特例債を運用するというふうに示されております。道路の
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新設というのは財源がどうなのかちょっと私分かりませんけれども、また今後、どのような投資額

になるのかよく分かりませんけれども、例えば合併特例債というのは今、延長法案が成立したこと

でもあります。県内はこれに伴って新庁舎の建設見直し、あるいはごみ処理施設の建設の見直し等々

の大型事業が見直しされているようであります。今後の財政は非常に厳しいというふうなことも言

われておる中で、当市のこの大型事業の見通しというものも、いま一度こう見直すというふうなこ

とも視野に入れるべきではないのかなというふうに私は考えますが、その辺再度お尋ねいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 先ほどお答えしたように、これからの財政状況を見ながら、起債について

は 200億円を超えないようにして取り組んでいきたい、あるいは財政調整基金をある程度積みなが

ら行っていきたいというふうにして申し上げました。 

 御承知のように、にかほ市における合併特例債は 135億円が限度額です。今どのくらいですか、

30％ぐらいですか－まだ 30 かそこらぐらいしかその活用はしておりません。当然そのごみ処

理施設、あるいは前川象潟 2号線の改築についても、合併特例債を活用するつもりでおります。こ

れは補助残の－補助がある場合は補助残の95％を借り入れできます。そして借り入れした70％

を地方交付税の基準財政需要額に算入することができます。ですから、これは今の制度では最も有

利な形でありますから、これを積極的に活用しますけれども、ただ、135 億円あるからすべてを使

うという考え方は持っておりません。ただ、必要な事業については活用してまいりたいと思ってい

ます。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） それでは、次の通告させていただいております二つ目の質問に入らせてい

ただきます。 

 次の質問は、鳥海山の噴火対策と災害対策基本条例制定の意向についてということで、お伺いを

いたします。 

 東日本大震災から間もなく 1年になります。昨年はこの東日本大震災に加えて、豪雪・豪雨など

自然災害の多く発生した一年でありました。今年はまた大雪に始まり、さきの臨時会では人命が失

われたとの報告もいただいたところでございます。 

 今、当市で憂慮されている大きな災害は二つあります。一つは日本海での地震の空白域とも言わ

れる日本海での地震、ここでの地震はいつ発生してもおかしくないとさえ言われております。それ

にもう一つは鳥海山の噴火であります。実は東日本大震災に絡んでの鳥海山の噴火が誘発される懸

念があるわけでありますけれども、このことは昨年の 9月－通告書に「18日」になっていまし

たけれども「23 日」の誤りでございますので訂正をお願いしたいのですが－この 9 月 23 日の

新聞にそのことが大きく掲載されましたことは記憶にある方もおられると思います。 

 この 1月から 2月にかけまして郷土史市民講座が開催されました。この講座の第 2回目は秋田大

学教育文化学部教授の林信太郎先生の講演でありました。実はこの先生が先ほど言いましたけれど

も、この鳥海山や秋田駒ヶ岳は 3年以内の噴火が十分あり得るというふうに指摘をされた先生でご

ざいます。記事を引用させていただきますと、地震と噴火の因果関係は明らかではないというふう
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に前置きしながらも、過去の文献によると大地震の数年前か後に火山が噴火した例がある。マグニ

チュード 9規模の今回の東日本大震災でマグマ溜まりが何らかの刺激を受けて活発な火山活動に結

びつく可能性があり、3 年以内に噴火してもおかしくない状況だというのであります。まして先ほ

ど言いましたけれども、地震の空白域を眼前にしている当市であります。地震、噴火など自然の猛

威は、いつどこでどんな形で災害となるかは想定しかしていませんけれども、しかし大方、災害は

想定外の発生が多いわけであります。 

 そういうことで、想定をしながら対策を講ずるということしかないわけでありますけれども、そ

ういったことであらかじめ市のほうではさまざまな災害をまずは見据えて防災計画を策定し、対策

を講じ、市民にしらしめております。各自治体では自主防災組織をつくって万が一に備えているわ

けであります。そこで次の項目についてお伺いをいたします。 

 今話しましたけれども、鳥海山の噴火というものも非常に懸念されているわけでございますが、

この対策がどのような段取りで進んでおられるのか、掌握されておりましたらお伺いいたします。

新聞なんかこう見ますと、国土交通省、あるいは県、学識経験者らで検討委員会が開かれており、

鳥海山噴火による土砂災害に備える緊急減災対策砂防計画というものが検討されているというふう

に伺っておりますけれども、この検討委員会ではどのように今後進められ、どういった具体策を検

討されているのか、その辺おわかりでしたらお尋ねをいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） それでは、鳥海山の噴火対策についてのお尋ねでございます。 

 昨年の 12月の 6日に第 1回鳥海山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会が、にかほ市におい

て開催されたことは御承知のとおりでございます。委員には大学の教授など学識経験者 4名、これ

は先ほどお話ありました秋田大学の林先生、それから弘前大学、東北大学、岩手大学の各教授並び

に准教授、それから専門機関としては国土交通省土木研究所、気象庁では仙台管区山形・秋田気象

台、行政機関としては由利・庄内森林管理署、これは国土交通省でありますけれども東北地方整備

局、同じく国土交通省の鳥海ダム調査事務所、それから新庄河川事務所、関係自治体としては秋田

県の建設交通部と総務企画部、それから山形県では県土整備部と生活環境部、そしてにかほ市、由

利本荘市、酒田市、遊佐町が委員となっております。このほかに委員として鳥海山の観測を行って

いる防災科学技術研究所、地理院を加えていくことも考えているようでございます。 

 今回の委員会では、検討の基礎となる噴火シナリオについて、発生の可能性が低い山体崩壊

－山そのものが崩れると－山体崩壊を除き、小中大規模噴火を対象に、噴石、降灰、土石

流、融雪型火山泥流、溶岩流、火砕流等の減少を組み合わせて想定をすることとしております。 

 また、被害想定は平成18年に公表しております火山防災マップを基本としますが、最新の調査知

見を反映して必要に応じて見直しをすると、これが各世帯に配っている噴火にかかわるマップです。

これは皆さんの世帯にも、全世帯に配りました。ですから、この中には大体これは 3センチメート

ルぐらい灰が積もる区域とかいろんなことが書かってあります。これは今回の形の中で再度見直し

をしなければならなければ見直しをしていくということになります。 

 今後のスケジュールとしては、6 月ころに第 2 回の委員会を開催する予定でございまして、被害
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想定結果に基づく緊急対策ドリル案について協議することになっております。この緊急対策ドリル

というのは、平常時から火山噴火活動期終息までの噴火シナリオに基づき、ハード・ソフト両面の

対策を時系列に行うという、その対策の一つの目安ですね、そういうものを検討すると。また、10

月ころには第 3回を開催して、平常時の準備事項と緊急減災対策砂防計画案について協議して、平

成 24年度中には緊急減災対策砂防計画を策定する予定となっております。 

 地震と違いまして、噴火についてはそれなりの兆候があるわけです。すぐには、何も兆候がなく

て噴火ということはあり得ません。ですから、今このにかほ市内には 9ヵ所にさまざまな設備が設

置されております。その内容は、地震計が 1、それから遠望カメラ 2、ＧＰＳが 1、傾斜計が 1、空

振計が 2、雨量計が 3、振動計が 1、風向風速計が 1、音響センサーが5、ワイヤーセンサーが 3、振

動センサー3、積雪計 1が設置されております。それによって噴火によるさまざまな状況、こうした

ことを把握しながら、いち早くその地域住民に知らせる体制が整っております。こうした情報につ

いては、すべて県が一括して監視しておりますので、万が一何かあれば、私どものほうに連絡が来

ることになっております。 

 先ほど林先生の話がありましたが、3年以内に噴火の可能性という指摘がありましたけれどもね、

その委員会では大分トーンが落ちました。ほかの大学の先生からね、そういうねあれだっていうこ

とでね、大分トーンが落ちてお話をされたというふうなことは伺っております。いずれにしまして

も、噴火についても、発生すれば大きい災害になりますので、地震・津波と同じような対策を私ど

ももとっていかなければならないと、そのように考えています。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2番（鈴木敏男君） 鳥海山の噴火についても、それなりの対策等が話し合いされておるようで、

少しはこう安堵した気持ちでおるわけですが、ただ、同じ先生の話にこんなこともございました。

噴火によって一番恐ろしいのは泥流だというふうな話がありました。その噴火のトーンが大分下

がっているということであれば、これもまたトーンを下げる必要があるかもしれませんが、例えば

爆発して泥流が流れたというんでしょうか、この流れるこの場所は白雪川沿線だろうというふうな

こういう話もございましたし、この速さがすごいんだというふうな話です。泥流が発生しますと、

平沢まで 25分で到達するというふうなこういう話もあったわけでございますので、この委員会に何

とかこの泥流についてもいろいろ話を進めていただければというふうに思います。 

 それで、次の質問に入らせていただきます。 

 こういうふうにして－。 

●議長（佐藤文昭君） 今のことに答弁よろしいですか。 

●2番（鈴木敏男君） 答弁いいです。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁の訂正、市長。 

●市長（横山忠長君） 先ほど、秋田市と言ったらしいんですけども、酒田市ですので、委員のメ

ンバーですけどね酒田市、秋田市ではありません、酒田市です。（該当箇所訂正済み） 

 それから、今の泥流の話ありましたけれども、大分前から白雪系の河川、これは鳥森川も含めて

ですが、今までも特定火山砂防堰堤というのがずっと 10何キロメートルもつくっているんです。で
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すから、この計画ができた段階でまだ不足なのかどうかも含め、そういうことが判明すればね、ま

たそういう砂防堰堤もつくっていくことになろうかなと思っています。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） そういうふうにして災害はいろいろあるわけでございますが、災害が発生

しないにこしたことはないのですが、万が一発生した場合、どのようにしてその被害を最小限に抑

えるかが実は肝要になってくると思います。 

 そこで、防災計画とあわせて、行政や市民の防災に対する役割をきちんとしておくということも

大事ではないかと考えます。市長は市政方針でも、災害に強いまちづくりということで強調されて

おります。実は秋田市では、今定例会に災害対策基本条例案というものを出すようでございます。

こういう条例は今、全国的にも設置している自治体が増えております。やはり災害が発生した場合、

行政が何をするのか、あるいは市民からは何をしてもらわなきゃならないのか、あるいは事業所で

はどういうふうなことができるのか、そのあたりきちんとやはり条例を制定したほうがいいのでは

ないかというふうに考えますが、その辺のお考えをお伺いいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 災害基本条例の制定というお尋ねでございますけれども、この条例の制定

については、阪神・淡路大震災の翌年に静岡県がいち早くこの条例を制定したところでございます。

以降、東京都、埼玉県、愛知県などが同様の条例を制定しておりますし、また、特別区、政令市な

どでも平成 18年以降、制定する自治体が増えてきているところでございます。 

 条例のねらいでございますが、先ほどお話のように、災害対策基本法に基づき地域防災計画にも

記載されている市民、事業者、市、その他、市にかかわるすべての方々の責務と役割を明確にして、

地域の防災力を高めることを目的として制定するようでございます。今回の秋田市の災害対策基本

条例についても同様の目的と思われますけれども、いずれにしても平成24年度中には上位計画や各

種法令改正に応じた地域防災計画の見直しを行っていきたいと思います。今、県のほうでは津波の

高さの想定も行っております。日本海の空白地帯で三つの断層が連動した場合は、マグニチュード

8.7 以上の震度の地震が発生するだろうというものを前提としながら、今、津波の高さをどのくら

いになるのか、あるいは津波がどこの場所で発生した場合は、例えばこのにかほ市まで到達するに

はどのくらいの時間がかかるのか、そうしたことを今いろいろ学者が検討しておりますので、そう

したことを踏まえながら防災計画を見直ししていかなければならないと考えております。こうした

ことは、当然ながら市民に周知して、そして市民、事業者それぞれが、やっぱりその万が一の場合

に備えていただくということが減災につながりますので、こうしたことを徹底してまいりたいと

思っております。 

 そこで、条例の制定でございますが、防災計画を見直すに当たっては有識者を交えた検討委員会

や市民会議、これを立ち上げて、市民サイドからも、あるいは専門的な方からも御意見を伺わなけ

ればなりません。そういう御意見を伺いながら改めて今の防災計画の見直しを進めていく、そして

その段階で条例を制定したほうが、より効果的であるということが市民サイドなりいろんな形から

恐らく出てくると思いますので、この際に条例の制定についても検討をしてまいりたいと思ってい
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ます。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） このことではもうちょっと話し合いもしたいんですが、質疑をしたいので

すが、時間が少なくなってきておりますので、大項目の 3点目について質問させていただきます。 

 3 点目は、まことにシンプルな質問でございます。県民ミュージカル「白瀬中尉物語」の公演を

にかほ市でということでお尋ねをいたします。 

 我がまち出身の白瀬中尉の南極探検 100周年を記念して制作された県民ミュージカル「白瀬中尉

物語 南十字星のもとへ」は、大喝采を浴びて去る 2月 5日、秋田文化会館で公演を終えました。

この企画には当市などが中心となり、白瀬南極探検隊 100周年記念プロジェクトの一環として行っ

た初の県民ミュージカルであります。このステージには、オーディションで選ばれた 30人を含め約

100 人の方々が出演され、笑いと感動のミュージカルで、もうフィナーレは拍手の波が絶えません

でした。市長もこのミュージカルは御覧になったと思いますので、私と同じような思いをしたので

はないかというふうに思います。これに対しての教育長のコメントが翌日の新聞にも掲載されてお

りました。白瀬中尉の生まれ育った地元の子供たちにも完全版を見せたいというふうなコメントで

ありました。 

 しかしながら、公演の場所のこともあってだろうというふうに思いますが、この 3 月の 1 日・2

日に仁賀保の勤労青少年ホームで短縮版という感じで公演されたようであります。この公演は秋田

市と、その前に終えた大仙市の 2回だけで終わったわけでございますが、これで終わるのはもった

いない、出身地の我がまちでもやってほしいなどなどの声が連日のように新聞などにも投書されて

おります。 

 昨今、暗い話題の多い時期であります。これに先ほど言いましたけれども、会社の再編、あるい

は閉鎖などが加わって、さらに輪をかけております。夢あるまち、豊かなまち、元気なまちを標榜

し、理念としている我がまちであります。完全版を上演するには場所の問題、あるいは経費の問題

など多くの難題はあるとは思いますけれども、この県民ミュージカルを当市ではできないでしょう

か。この公演は地元の子供たちのみならず、大人にも、また、希望を失いかけている方、あるいは

それのみならず日本の今置かれている姿を思うとき、勇気や希望を奮い立たせる原動力となり、か

つ命の尊さまでを真摯に考えさせる内容になっています。当市の偉人白瀬中尉の生まれ育ったこの

まちでの公演こそが、きっと市民の皆さんを感動のうずに巻き込むものとなり、ひいてはにかほ市

の元気を全国に、いや、全世界に発信する絶好の機会というふうに考えます。この白瀬中尉物語の

公演をにかほ市で考えられませんでしょうか。市長のお考えをお尋ねいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 県民ミュージカル「白瀬中尉物語」の公演をにかほ市でという御質問でご

ざいますが、これについては教育長がお答えをいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、教育長。 

●教育長（渡辺徹君） それでは、鈴木敏男議員の三つ目の質問にお答えいたします。県民ミュー

ジカル「白瀬中尉物語」の公演をにかほ市でということであります。 
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 県民ミュージカルは、秋田県では初めての実施で、一般募集をされた 30名の方々とバレエスクー

ルの子供たち、さらには市民合唱団員も加わり、総勢 100名によるミュージカルでありました。出

演者は、わらび座の指導のもと、職場や家庭の理解を得ながら、長期にわたる練習を重ねてきたも

ので、多くの方々に勇気と感動を与えたと思っております。3 年にわたる白瀬顕彰事業も今年度で

終了するわけですが、この経験を今後のまちづくりや、あるいは学校教育に反映させていければと、

そう思っているところであります。 

 さて、質問の県民ミュージカルをにかほ市で公演してほしいということでありますが、70分程度

のミニバージョン化した作品は市内各小・中学校の小学校 3年生から中学校 2年生までを対象にし

て、3 月の 1 日と 2 日に鑑賞いたしました。子供たちには大変好評でありました。したがって、私

も完全版をにかほ市でぜひやりたいと意を強くしているのですが、しかしこのミュージカルの完全

版を公演するための設備、例えばステージの広さとかホールのキャパシティーとか、こういうもの、

そういうものが整っている施設がにかほ市にはないことから、当市で実施するにはかなり難しい状

況ではないかと、そういうふうに思っております。ただ今後、平成 26年に国民文化祭などの大きな

イベントにおいて公演可能な設備を持つ近隣施設で実施が可能かどうかを関係機関と模索してまい

りたいと、そういうふうに考えております。以上です。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 

●2 番（鈴木敏男君） 今のお話を伺いますと、やりたいけれどもなかなか経費の問題、あるいは

場所の問題もあるというふうな話であったように思います。白瀬中尉といいましても、なかなか全

国的には、そんなに知られてもいなかったのではないのかなと、今まではですね、そう思います。

ただ今回のこの 100周年を記念してさまざまなイベントが行われたと。これに加えまして白瀬中尉

の肖像をあしらった記念硬貨も出されました。一緒に秋田県の切手のシートの中にもそれが入った

というふうに記憶してございます。ですから、今せっかくこの白瀬中尉の知名度が上がったと言っ

ていいんでしょうか、ますますこう上がってきているというふうに私は思っているんです。したがっ

て、この好機に、やはりもっと全面的に出ていって売り出してもいいんじゃないのかなというふう

な思いがしております。先ほど場所の話もありましたけれども、ある方にお聞きしますと、例えば

南極広場のあの野外でやってもいいよと、あるいは体育館にそのステージをせり出してやることも

できるんだというふうな話も伺っております。そういうことで、ひとつこのまち起こしの一環とい

うことで、そんなことでもやれないのかどうかですね、いま一度お考えをお伺いいたします。 

●議長（佐藤文昭君） 教育長。 

●教育長（渡辺徹君） まず、今の御質問なんですが、やりたいのは－ということなんですが、

例えば私も見ていて、やっぱり音響効果とかそういうものもやっぱりあると思うんです。そういう

いろんな条件を総合的に考えて、そしてやれるかどうかを判断していかなければならないだろうと

思います。したがいまして、先ほどお話したように、平成 26年に国民文化祭がありますので、それ

に合わせて、それに照準を定めて、そして可能性があるかどうかを探っていくと、そういうことで

やれるならば子供たちには完全版を見せられればいいなと、そんなふうに思っているところです。 

●議長（佐藤文昭君） 2番鈴木敏男議員。 
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●2 番（鈴木敏男君） 私は考えますが、やれないと言えばそれで物事はとまるんじゃないのかな

というふうに思います。夢はやはりまっすぐ実現できなくても、ひとつこう希望という形で持って

いれば、いろんな難題は解決できていくのが多いんじゃないのかなというふうに思うわけです。南

極探検を目指した白瀬中尉も、小さな夢から始まったというふうに私は思っています。その夢を実

現するために、無理だと言われた小さな船で出発をしました。場所の問題あり、経費の問題ありと

いうことでできないと言えばそれまでですし、また、平成 26年と言いますと熱がちょっと冷めるん

じゃないのかなというような心配もあるわけでありますので、ぜひともですね、やれる範囲内で考

えることができないのかですね－。市長に質問させてもらいますが、ＴＤＫ、今いろんな問題

を抱えておりますけれども、ＴＤＫを生んだ齋藤憲三先生もそういうその夢に挑戦し続けて世界の

企業にまで躍進をさせた方であります。白瀬中尉も先ほど言いましたけれども、その小さな夢から、

かの探検ができたというふうに私は受けとめております。これまた新聞の記事を引用させていただ

くということでちょっとあれなんですが、この間、新聞にこんなことを書いていました。再演を望

む多くの県民、その声を聞く行政は実現のために何をなすべきか、我々は今、郷土の先人白瀬から

試されているのかもしれないと、こういうような文章がございました。市長は、このにかほ市に、

どんな夢を描いておられるのでしょうか。最後にそのことをお尋ねし、質問を終わります。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 白瀬中尉、あるいは齋藤憲三先生のことについては、あなたから指摘され

るまでもなく私も十分承知をしているつもりでございます。 

 できる範囲内で 3月の 1日・2日、ミニ版でやりました。先ほど教育長もいろいろ検討しながら、

できれば開催したいという思いを伝えておりますし、先ほど提案の中で屋外という話もありました

けれどもね、それはやめたほうがいいと思います、屋外は。例えば、有名なミュージシャンなどは

野外で大きい舞台をつくってやっていますが、ギャラリーの部分は雨が降っても叩かれっぱなしで

すよね。ああいうやつは私はできないと思います。若い人だったらいいですけども。これは年齢の

幅は多くありますからね、そのあたりもやっぱり検討していかなければなりませんし、やはり屋内

でやるとすれば、私は悪いけども由利本荘市のあの新しい文化施設を活用させてもらえないものか

というふうにしては思っております。いずれにしましても、これからいろいろ議論しなければなら

ないこともたくさんありますが、ここは経費的なものも含めてですよ、ありますけれども、そうし

たことを思っているところでございます。 

 何か質問事項とは外れた部分まで出てきましたけれども、それについては私はお答えはしません。 

●議長（佐藤文昭君） これで 2番鈴木敏男議員の一般質問を終わります。 

 所用のため、2時 10分まで休憩といたします。 

 

午後 2時 00分 休 憩 

────────────────────────────── 

午後 2時 10分 再 開 
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●議長（佐藤文昭君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、1番伊東温子議員の一般質問を許します。1番伊東温子議員。 

    【1番（伊東温子君）登壇】 

●1番（伊東温子君） また最後になりましたけれども、質問させていただきます。 

 1 行目のですねＴＤＫ再編による 1,350 人の移動の「移」を「異」というふうに書き直していた

だけますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 ＴＤＫ再編による 1,350 人の異動、協力会社との契約解除の発表で、にかほ市民は大きな不安を

抱えていると思います。市は対策会議を開き、今後の検討を行い、県、由利本荘市、にかほ市では、

由利地域の雇用情勢に関する連絡会議を立ち上げました。今後、影響が波及するすそ野は見えない

と言われておりますが、もう既に契約社員である人たちはリストラの対象になって、もう既にそう

いうふうに会社をやめざるを得ない方も出ているようです。弱い立場の人から影響は出てくるもの

と思われます。それは経済問題にとどまらず、生活全般を脅かすことになるのではないかと思われ

ます。いろいろ議員の質問もこれに関連してありましたけれども、この支援は喫緊の課題であり、

その対策について市はどのような施策を考えているのかお聞きしたいと思います。 

 1番に、地域資源を活用した産業、雇用の創出についてお伺いしたいと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、市長。 

    【市長（横山忠長君）登壇】 

●市長（横山忠長君） それでは、伊東温子議員の御質問にお答えをいたします。 

 ＴＤＫ再編の市の対応、支援についてでございますが、これまで質問された議員にお答えしたこ

とと繰り返しになるかと思いますが、その点については御理解をいただきたいと思います。 

 まず、私ども今、新年度に考えているのは、第一次産業、あるいは第二次産業など、あらゆる分

野において地域に潜在する資源、これを見出し、あるいは発掘して、これを事業化に結びつける取

り組みを開始したいと考えております。平成24年度当初予算には、当面、製造業の分野における取

り組みのための予算を計上しておりますが、同時に市内製造業の海外の発展途上国への市場開拓に

ついても検討をしてまいりたいと考えているところでございます。 

 こうした検討については、ワーキンググループを立ち上げる予定でございますが、これは産学官

に金融機関を含めた組織として検討しているところでございますけれども、先ほどの鈴木議員の中

でもありましたように、野菜工場というふうなお話もございました。これも一つの資源というふう

な形でとらえていかなければならないのかなということで、農業分野などからも参加していくこと

もあると考えております。 

 新しい仕事をつくり出すというのは、はっきり言ってそう簡単ではありません。ありませんけれ

ども、いろいろの識者からの知恵を出してもらいながらですね、息の長い取り組みとなるかもしれ

ませんが、当面は 3年ほどをめどにして、一つでも二つでも事業化になるように取り組んでいきな

がらですね、雇用の拡大に結びつくような形にしたいものだなと、このように考えております。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） ほかの議員の方々の一般質問でしたか、それに市長が風力発電による生活
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クラブとの関係において、40万人の会員がいらっしゃると。その人たちに向けたにかほ市のさまざ

まな商品開発をして、その取引をしたいというかそういうことを言われました。いつからそういう

ことができるのかよく分かりませんけれども、いい話だなと私は思いました。 

 ところで、こういうふうにしておっしゃっていますけれども、にかほ市のですねその商品化でき

るものですね－ものと規模ですね、それがどういうふうに雇用をどのくらい拡大していくか、

これは仮定だとは思うんですけれども、どんな規模で考えていらっしゃるのかちょっとお聞きした

いと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 一つは生活クラブ、これについては風力発電を契機にして、風力発電をこ

のにかほ市に建設しました。今、2基建っておりますけれどもね、1基はワタミが資本を出していま

すけれども、こうした機会に地元の農産品を含めてですね取引をお願いしたいということをお話し

てきました。そこで第一次として 5月の 15日から選定された品物は生活クラブのほうに納品される

予定となっております。ただ、生活クラブの場合は、御承知かと思いますが、この辺も同じですけ

ども、カタログで注文取るわけですけども、それだけの数量ここにはありません。ですから、生活

クラブが開いているお店何店舗かありますけれども、そこで品物を陳列しながら販売をすると。こ

れは量があればですね、パンフレットに載せてもいいんですけども、まだそのあたりが見えないも

のですから、今はその店舗で展示販売する形をとっていただくことになっております。 

 それから、どのくらいの雇用規模を見込むかと言われましたけれども、これは今ちょっと何人と

かっていう話はできません。まずは種を見つけなければなりません。種を見つけて、それが要する

に国内でも国外でも製品として売れるものなのかどうかも吟味していかなければならないまだ状況

でございますので、これによって何人雇用の創出をするというのは、その後になろうかと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1番（伊東温子君） はい、分かりました。私も生活クラブの 40万人をターゲットにしたそうい

う取引というのは、今すぐ大きなプロジェクトにはならないなとは思います。思いましたし、そう

いうふうに何店舗かに、そのにかほ市の特産物を置かせていただくというのは、とてもいいことだ

と思います。例えばですね、少し前の話になるんですけれども、私がちょっと踊りの関係でですね

歌舞伎役者の中村吉右衛門さんという方とちょっと交流があったんです。そのときにですね聞かさ

れたのは、本荘から鶴岡までの海を泳いでいるカレイですね、これが日本一美味しいんだよと言わ

れました。それで、えっと思いましたよね、やっぱり私は知らなかったので。ヤナギガレイってあ

りますけれども、これだそうですね、おおぶりのものを 70枚、一夜干しにして送ってくださいとい

うことでした。それで、それを私は地元ではゾンゴガレイって言って、ちっちゃいカレイですね、

これしか見たことがなかったので、そんなものを送れるんだろうかって思いました。      

                                            

                                            

                                            

                                           え
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えっじゃあそのヤナギガレイってどこにいっているんでしょうっていう話ですよね。ここにはこう

いうゾンゴガレイしかいないのに、それはどこにいってしまったんだろうというすごく不思議に

思ったものです。それで、それが東京に行けば大体 1枚ですね 2,000円ぐらいで、大分前の話です

けども、2,000 円から 2,500 円はするんだよって話を聞きました。加工して 1 枚真空パックにして

ですね、確か 1,000 円ちょっとでお分けしたと思います。そしてまた同じくその方がですね、夏に

よく公演にいらっしゃるんです。私たちの発表会も夏だったんですけれども、何で自分が夏に来る

かっていうことですね。小砂川のカキを食べに来るんだよと。今年も食べられるでしょうねという

ことでした。                                      

                     それを出水のところにずっとつけておいてですね、

それが結構温度が低いので、そこで毎日こう取ってきて、その大丈夫か大丈夫かと一つずつむいて

ですね、とうとう9月の第1日曜日でしたか、その日に間に合わせることができました。東京にちょっ

と出掛けたりすると、近年はちょっと見つけないんですけど、小砂川カキというふうに銀座のほう

で札がちゃんと掛かってですね、1 個 1,000 円から、おっきいものであれば 2,000 円という、そう

いうふうに売っているんですね。それも本当に驚きでした。それからあるときはですね、その小砂

川にいらした旅行者の方が、ちょうど海を歩いていて、私が散歩していたもんですから、そこで会っ

たときに、自分は群馬から来ましたと。あるホテルのお米がすごく美味しかったと。そのお米が美

味しいのと、そのカキが、それはどこのカキか分かりませんけれども、カキが美味しいのでここに

友達を連れてやって来ましたと。私はせっかくいらしたんですから獅子ヶ鼻とかもありますから、

そちらのほうもどうぞ御覧になってくださいって言ったんですけど、私は今回時間がないのでそう

いうお米とですねカキを食べれば帰りますよと、そういう感じで、それでたまたまその米がうちの

米だったもんですからお分けしましょうかということで。 

●議長（佐藤文昭君） 伊東議員、質問は簡潔にお願いします。 

●1 番（伊東温子君） はい、ちょっと、でも例ですので、あと終わりますから。それで、そのお

米を分けてくれって言ったときに、1 キログラム 1,000 円もするでしょうというふうに言われまし

た。こんなふうで外からですねこれがどんなものかっていうことを知らされたことが結構ありまし

た。 

 それで、さっきのプロジェクトでも、すぐには大規模なものはやらないということでしたけれど

も、もしそういうことをやるのであればですね、これはやられているのかどうかちょっとお聞きし

たいんですけれども、例えば東京のふるさと会の方々ですね、この方々にふるさとのお米とかお水

とか、そういうものを季節的に送っていくふるさと便みたいな、郵便局とかはあると思うんですけ

ど、そういう取り組みをなさったという試みはおありでしょうか、お聞きします。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 最終的に何が聞きたかったのかと、ふるさと便ということですか、よろし

いんですか。これは市としてはやっておりませんけれども、例えば百彩館、そこではやっています。

それから、ふるさと会、あるいは浅草の三社様で物産展、毎年やっていますが、そこでも米を販売

して注文も取れるような形になっていますから、内容的には私ちょっと分かりませんけれども、定
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期的に米を購入している方もいようかと思います。 

 それから、先ほど生活クラブのお話の中で、ヤナギガレイとか岩ガキという話ありましたけども

ね、今回の生活クラブではカレイの加工品なんかも置くことにしています。いちじくの甘露煮、そ

れからうどん、それからハタハタの瓶詰め、いろいろあります。それから酒もあります。あります

しね、そういうものからまず取り組んでいきたいなと。 

 それから、岩ガキについてもね、これ岩ガキそのものは黙っていてもはけるんですね、この地域

の岩ガキは。ですから、特別そのどうのこうのと言わなくても、東京でもありました。ただ、今回

私、去年残念だったのは、秋田県のあそこ、品川の－美彩館、あそこでキクスイがやっていた

ころは岩ガキを置いていたんですよ。そして私、その夏のとき行ったときに岩ガキ置いてなかった

んです。経営者が代わりましたから。なぜ置かないんだと。衛生上とか、保健とか何とかって言っ

てね、これはだめだよって、この岩ガキは置いてくださいというふうな話をしましたけれどもね、

ワタミさんも風車の関係の御縁があって、岩ガキを数店舗で今年から置くことにしておりますので、

黙っていてもにかほ市の象潟の小砂川の岩ガキはＰＲされていくのではないかな、首都圏でさらに

ＰＲされていくんではないかなと思っています。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） ありがとうございました。その何でふるさと会と関係あるんだと言われま

したけれども、どういったものが売れ筋の商品で、どういったものに力を注ぐかということが大事

だと思うのでですね、全く面識のない方にお売りするよりは、そのふるさと会のようなつながりの

濃い方々とその取引されて、その商品をブランド化していって、その事業を拡大して、見えるその

規模に向けてやっていくというのがいいかと思ったのです。 

 次にですね、先ほどの2番目の問題に移ります。②です。起業、再就職のための支援、これはど

ういうふうにお考えでしょうか。どういうものがあるでしょうか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 起業、再就職のための支援というお尋ねでございますけれども、小規模な

事業規模による起業、これについては市の開業開店起業化資金、これは限度額は 150万円ですけれ

ども、無利子で貸し付けをしております。それから、これについては手続きも簡単でございますの

で、活用したい人は活用していただきたい。これとは別に規模が大きくなりますと、県の創業支援

制度を活用することになりますので、企業活性化センターとの連携がスムーズにいくように市が仲

をもってやっていきたいなと思っております。 

 それから、当然離職された方については再就職という形が基本でありますけれども、それについ

ては国の支援制度を十分活用できるように、ハローワークと連携して取り組んでいきたいと思って

おります。 

 ちなみに、平成23年度まで 3年間、ふるさと雇用と緊急雇用対策事業が行われてきましたけれど

も、基本的にはふるさと雇用は平成 23年度でなくなりました。緊急雇用については 3月 11日、東

日本大震災以降の離職された方が該当になっておりますので、万が一の場合、どうしても新たに職

場に就くことができないというふうな形になれば、一時しのぎにはなるかもしれませんけれども、
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一年ぐらいはそうした形での雇用も考えていく必要があるのではないかなと思っております。先般、

東北経済産業局の担当者が来ましたけれども、事情聴取に来ましたけれども、その際にも雇用の分

については、ふるさと雇用と緊急雇用については、今の緊急雇用も平成 24年度までしかありません。

ですから、新たに 3年ぐらいの継続するような制度をつくっていただきたいというふうな要望は東

北経済産業局のほうに要望をしているところでございます。 

 企業支援については、今月の末ころに、県・市、それから東北経済産業局と連携して企業が

－これは契約解除のされる企業ばかりとは限りませんけれども、全体的な製造業の形の中で、

新たな事業展開も含めてそうした説明会の開催と、あるいは企業側からも要望が出てくるかもしれ

ませんので、そうした要望が国の制度として実現できるのかどうか、そうしたことも含めてこのに

かほ市になるか由利本荘市になるか今のところ分かりませんけれども、そうした会議を機会をつく

るということになっております。 

 それから、国の制度としては再就職に向けた各種職業訓練が実施されておりますので、金浦庁舎

に相談窓口を設置しておりますので、あっせんに努めていきたいと思っております。そのほかにも

市の単独事業としては、平成 20年度より、これも緊急雇用対策の一環としてやりましたけれども、

無料パソコン教室を開催しております。この無料のパソコン教室には、パソコン操作のほかに履歴

書の書き方、面接のマナーや自己アピールなどについて、就職活動に向けたスキルアップを図る内

容も盛り込まれておりまして、これまで受講された方々には大変好評であったと、そのように職員

から報告を受けております。 

 今後にあっても雇用情勢の変化、離職者におけるニーズを十分考慮して、支援メニューを検討し

てまいりたい、そのように考えております。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） ありがとうございました。②番につきましても、ただいま説明をいただき

ましたけれども、男女差なくその支援というものも受けとめていけるとは思うんですけれども、ひ

とつですね、やっぱり最初に職を失う人は女の方が多いのではないかとちょっと想像されます。内

職をなさっていた方とか、派遣の方とか。そうしたときにですね、女性のその立場での支援という

んですか、そういうものは何かおありなんでしょうか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 今回のＴＤＫと協力工場の契約の見直しについて、どれだけの状況が出て

くるか今のところ分かりません。先ほど質問にも答えておりますが、企業としては規模を縮小して

も事業はやりたいと、企業として存続したいという希望を持っていますので、どのくらい離職され

るかは今のところ分かりませんが、これはいずれ 100％ＴＤＫから仕事をもらっている企業につい

ては、男女の区別なく一回はこれは離職だろうと思います、最初は。それから企業として存続する

ために、どれだけの社員を確保するか、これは当然その事業を進めるために選択をしなければなり

ませんよね、人員を。ですから、それは女性でも優秀な方がおりますから、必ずしも女性が最初に

雇用調整になるとは限らないと私は思います。ですから、このあたりはよく見きわめなければなら

ないと思いますが、私は今、これから最終的な契約の見直し、企業は決まっていますけれども、段
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階的に離職者が出てくると思います。一回で、例えば 9月末でこの契約は終わりますよと言っても、

9月末で全員ではないんです。ですから、9月末が最終であって、段階的に失業者が私は出てくると

思いますから、先ほど申し上げましたように、再就職のための職業訓練、こういうことも男女限ら

ずこれはハローワークと中継ぎしてまいりますし、また、決まらない場合については、先ほどもお

話した緊急雇用、こうしたことも考えていかなければなりませんけれども、まずは恐らく私は離職

された方は、もらえるだけ失業保険をもらう方が多いのではないかなと、そのように思っています。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1番（伊東温子君） 雇用保険のない方もいらっしゃるかと思います。 

 次にですね、やっぱり①に関連して。 

●議長（佐藤文昭君） ①番でなくて②番ですから、戻りませんので。 

●1番（伊東温子君） 今、ＴＤＫの企業とか、そういうＴＤＫの再就職とか、そういうことがちょっ

と話題になったり、雇用の対策のほうのことが出ましたけれども、起業についてちょっと－

－私の場合は主に女性の起業に関して質問させていただきます。今、起業をするための支援で

すね、それについてちょっとお伺いします。 

 今、結構秋田県でもいろんな女性の方が起業を起こされております。それで、釜ヶ台の廃校を使っ

ている岩城のかあさん、あの方たちは釜ヶ台では4人の人の雇用が今あると言われますけれども、

新聞でも話題になりましたおかず箱の事業に取り組んで、今度 20人の雇用を図りたいと。それで、

グラウンドも使用したいという、ポテト栽培に向けて使用したいとか、その 1階の部分を全部借り

て、一つの教室を冷凍庫にしたいと、そういうような事業展開をしておりますし、それとあと十文

字の直売所の方たちは、去年の 12月の 30日に年商ですね 3億円を超えたお祝いのパーティーまで

やっています。これは代表者、これも女性の方です。結構そういったようにですね女性の方が一生

懸命地域のその産物を使いながら一生懸命頑張っていらっしゃるのを見ると、にかほ市でもやっぱ

り元気な女性の方たちがそういう仕事をしていくっていう、それによって雇用が増えるということ

も夢ではないなと思っています。ところが、本予算で見ますと、例えばそういう仕事の場合の支援

に関する女性に対する補助金というんでしょうか、それは平成 24年の予算書を見ると分かるんです

けども、女性農業者支援、これは県の補助金なんですけど 5万円です。あとはありません。これは

歳出としてはですね、この5万円はどこに消えているのかをちょっとお伺いしたいんですけれども。 

●議長（佐藤文昭君） 答弁、副市長。 

●副市長（須田正彦君） これについては、グリーンレディースという仁賀保の農家の皆さんで、

これ県の補助事業ではありません。市の単独事業でございます。－5万円でしょう。 

●1番（伊東温子君） はい。 

●副市長（須田正彦君） 県の－。 

●議長（佐藤文昭君） 暫時休憩します。 

 

午後 2時 44分 休 憩 

────────────────────────────── 
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午後 2時 45分 再 開 

 

●議長（佐藤文昭君） 会議を再開します。 

 1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） 間違いました。すみません。歳出だとしてもですね、その支援、そういう

仕事に対するその支援は、それだけですよね。やっぱりこういうふうに女性が起業をしたり、頑張っ

て地域を活性化していく、こういう事業、県の事業もありますよね。ＣＢといって、地域の課題を

ビジネスの手法で解決していくという、その県の事業もあります。そういうことも踏まえてですね、

もう少し女性が新しい分野で活躍できる、こういうふうに再編によっていろいろとやっぱり失業さ

れる方が多いかと思いますけれども、その中でも女性でもやっぱり何か事業に取り組んでいく、Ｎ

ＰＯ法人を立ち上げたりそういうことをしていく、そういうことのためのその支援というもの、そ

れがやっぱり必要だと思うんですけれども、市長はどうお考えでしょうか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 質問の趣旨が分かるようにして分からない。私はね、男女の区別なんて関

係ないと思っています、起業化するには。ですから、市のある施策、あるいは県のある施策をです

ね、やはり規模に応じて当然ながら職員が、女性だろうが男性だろうが起業に向けて頑張りたいと

いう人は応援していきたいと思っておりますので、ただそういう、何ていえばいいか女性の起業支

援ということで例えば予算を置いて、はいどうぞというものではないと私は思います。ですから、

何にどういう形で取り組みたい、こういうものがあって初めて支援というものは出てくるんだろう

と思いますから、そのあたりはやはりやりたい人には市としても全力でサポートしていきたいと

思っています。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） 何をやりたいかとか、どういうことをしたいか、それまでもちょっとやっ

ぱりつかめないのが実は女性の大半ではないかと思います。そうした中で、やっぱりこういうやり

方もあるんだよっていうような取り組みですね、学習の機会というんでしょうか、そういうものが

必要だと思いますし、そういうものの支援ということが大事なのだと思います。先般、市長は答弁

の中で、水産業の漁業会のお母さんたちが加工したものを、何でしたかテント張って売ったり何だ

りすることもいいんじゃないかというようなものに対して、そうすればそういうお母さんたちが忙

しくなればお父さんが怒るんでないかとか、そういうことはもう全く男女平等であればないことで

すし、そういうとらえ方でなくて、やっぱり地域みんながこの大変な状況の中で、やっぱり頑張っ

ていかなければいけないんだと思います。そしてそういうときに、女性っていうのは、やっぱり何

だかんだ言っても平等だってはおっしゃるんですけども、やっぱりそういう学習が足りてないとい

うか、そういう部分もあります、世の中のことで、分かっていることは分かっているんですけども、

その分からない分野っていうのは結構あると思います。そして、これからやっぱり再出発していか

なければいけない人もおりますので、そういうところの支援というものが大事になっていくんだと

思います。そのあたりはどうお考えでしょうか。 
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●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 女性が知識がないから、そういうもの何をやったほうがいいんではないか

なというふうな行政がやるというのは、必ずそういうことで行政が取り組んでも、失敗は目に見え

ていると私は思います。ですから、事業をやるためには、やはりそれなりに勉強しなければなりま

せん。いろんな情報を収集しながら、これなら俺がやれると、私がやれると、そういうものをやっ

ぱりいろんな方の知識も借りなければならないかもしれませんけれども、やはり中心となるのは他

人ではありません。自分です。事業をやるための自分ですから、そこはやっぱりそういう覚悟を持っ

て取り組まなければ事業をやっても、私は必ず失敗すると思います。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。質問は簡潔にお願いします。 

●1 番（伊東温子君） 分かりました。やっぱりとっかかりっていうのは大事だと思うんですけれ

ども、そういう意味でのその③番です、相談窓口ですね。そういう意味での金浦の相談窓口は、そ

ういう機能もあるのでしょうか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 相談窓口についてでございますけれども、今お話のように、私は何とかこ

れに取り組みたいというふうな相談に来れば、それなりの情報をできる範囲内で集めて、あるいは

我々窓口ができない場合は県、あるいは大学のほうからも知恵を拝借しながら、そうした情報提供

はこの窓口でやっていきたいと思っています。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） この窓口の相談はどんなこと－例えば雇用の問題とかに限られるもの

なんでしょうか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 今申し上げましたけれども、これは当然、雇用はそのとおりです。ですか

ら、新たな事業、起業を起こすという場合についても、そのアドバイス機関としての機能を果たし

ていきたいということです。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1番（伊東温子君） 分かりました。これからどういう状況になるかは予測できませんけれども、

いろいろ大変な問題が出てくると思います。先ほど言いましたように経済的なことだけでなく、心

の問題やら家族間のその問題やらいろいろ出てくると思うんですけれども、そうした悩みというん

ですか、困りごと、心配事に対しては、これからそういう相談窓口というのも必要かと思われます

けれども、設置する気はおありでしょうか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 心の問題等については、当然ながら職員で対応できない部分がほとんどだ

と思います。ですから、やはり専門的な先生、あるいはカウンセラー、そうした方々と連携もしな

ければならないわけですが、やはりね、こういう方っていうのは恐らく窓口には来ないと思います。

ですから、いろんな形で情報を得ながらですね、民生児童委員、あるいは社協、こうした方々の連

携をしながら心の問題については、できるだけ早く、早く情報を収集しながらですね対応したいと
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思いますが、はっきり言ってなかなかこの対応も難しいです。それなりに認識して、じゃあ心の病

を治そうかという気持ちになってくれればいいんですけども、そういう方って余りいないんです。

ですから、このあたりをよく情報を収集しながらですね対応していかなければならない課題だろう

と思っております。これについては窓口がどうのという問題ではないと思います。 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） 窓口にどうぞというわけではないのです。やっぱり困ったことがあったと

きに、ここだったら聞いてもらえる、そして指示を得られるというか、ここに行きなさいとか、こっ

ちのほうに行きなさいと、そういうふうにして言ってもらえる場所が必要なんだと思います。  

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                     だから、セーフティーネットというんでしょうか、

市のセーフティーネットだけじゃなく、その下のセーフティーネットを持つような、そういう相談

の窓口というのか、そういうものは設置できないものでしょうか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君）                                   

                                             

            

●議長（佐藤文昭君） 暫時休憩します。 

 

午後 2時 57分 休 憩 

────────────────────────────── 

午後 2時 57分 再 開 

 

●議長（佐藤文昭君） 会議を再開します。 

 ただいまの発言について、1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） 今の言葉に対して撤回をお願いします。（該当箇所 3 月 22 日の本会議に発

言の取消請求書が提出され、これを許可） 

●議長（佐藤文昭君） 1番伊東温子議員。 

●1 番（伊東温子君） いろいろな相談を持っていく窓口ですね。それで、やっぱり自分の問題は

ここだここだっていうようなその管轄が分からない人が多いと思います。そういったときに、やっ

ぱり実はこういうことで困っているんですけどと言ったときに、総合窓口のようなところでやっぱ

り案内してもらえたり、その情報をいただけるようなそういう相談窓口の設置を希望しますけれど
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も、いかがでしょうか。 

●議長（佐藤文昭君） 市長。 

●市長（横山忠長君） 離職によって心の問題を抱える人が出た場合は、やっぱり一番身近なのは、

家族はあれですけども、民生児童委員、こういう方々から積極的に行動していただいて、本人はやっ

ぱりね、庁舎に来るのはやっぱり嫌だと思います。問題を抱えて、中ではね。ですから、そういう

方々との連携もこれから担当課を通して指示をして行きたいと思っております。 

 いずれにしても生活弱者に対して－生活弱者という言葉がいいのか分かりませんけれども、

困っている方にはですね、職員挙げて親切に対応していきたいと思っておりますし、今までもそう

思ってきましたし、これからも心がけていきたいと思っています。 

 市の職員も頑張っています。ただ、今のような質問の中で、ほとんどの市民が市役所庁舎に来た

くないということは、私は決してないと思うんですけども、そのことだけはね、一部の話を大きく

あれして言うような発言もちょっとどうかなと私はそう思いました。 

    【「議長、暫時休憩願います。」と呼ぶ者あり】 

●議長（佐藤文昭君） 暫時休憩します。 

 

午後 3時 00分 休 憩 

────────────────────────────── 

午後 3時 01分 再 開 

 

●議長（佐藤文昭君） 会議を再開します。 

 1番伊東温子議員。質問通告に沿ってひとつ質問は簡潔にお願いします。 

●1番（伊東温子君） いろいろ発言も適切でない発言もありましたけれども、今後とも市民の皆様

方へのいろんな手助けをよろしくお願いいたします。 

 これで質問を終わります。 

●議長（佐藤文昭君） これで 1番伊東温子議員の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これで散会します。 

 どうも大変御苦労さまでした。 

 

午後 3時 02分 散 会 

 

────────────────────────────── 
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